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微笑みのもてなし 
　「訪れるお客様を家庭的な雰囲気でもてなしたい」と話すの
は、つたや旅館に勤める山口早紀さん（緑町）。一日の仕事は、
掃除に始まり、洗濯、調理と多岐に及ぶ。 
　会話を大切にする彼女の温かい眼差しの先には、いつも利
用者の笑顔がある。 

輝きの瞬間 
と き 
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生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
目
的

と
し
た
町
の
ス
ポ
ー
ツ
研
修
会
が
、

三
月
十
二
日
、
町
民
体
育
館
な
ど

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
町
内
各
地
よ
り
約
百

七
十
人
の
か
た
が
た
が
参
加
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
キ
ン

ボ
ー
ル
の
実
技
研
修
を
行
っ
た
後
、

置
賜
教
育
事
務
所
川
村
正
彦
先
生

の
講
話
の
ほ
か
、
東
北
パ
イ
オ
ニ

ア
株
式
会
社
広
報
部
の
齋
藤
真
由

美
さ
ん
か
ら
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お

し
て
得
た
も
の
」
と
題
し
た
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

森
林
住
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
二

月
二
十
六
日
、ア
ス
モ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
内
の
建
築
、

製
材
、
林
業
関
係
者
の
団
体
で
組

織
す
る
白
い
森
住
宅
工
房
（
川
上

昭
男
代
表
）
が
主
催
し
た
も
の
で
、

町
内
外
よ
り
約
八
十
人
が
参
加
。

鶴
岡
市
在
住
の
林
業
士
・
加
藤
周

一
さ
ん
の
基
調
講
演
の
ほ
か
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た
か
た
が
た
は
、

地
元
の
森
林
資
源
を
生
か
し
た
家

造
り
と
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
活

発
な
意
見
交
換
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

南
部
地
区
の
青
年
有
志
で
組
織

す
る
サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
の
会
（
横
山

隆
蔵
代
表
）
が
企
画
し
た
雪
見
コ

ン
サ
ー
ト
が
、
二
月
二
十
六
日
、

民
宿
奥
川
入
を
会
場
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
長
崎
県
在
住
の
バ
リ

舞
踏
家
藤
井
れ
い
子
さ
ん
が
、
き

ら
び
や
か
な
衣
装
を
ま
と
い
踊
り

を
披
露
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
参
加
さ
れ
た
か
た
が
た
は
、

雪
景
色
の
中
、
南
国
の
音
楽
に
合

わ
せ
た
優
雅
な
舞
い
に
う
っ
と
り

見
と
れ
て
い
ま
し
た
。

外
は
雪
景
色
・・・

異
国
の
風
情
を
楽
し
む

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を

多
く
の
方
へ

森
林
文
化
・
産
業
の

創
造
に
向
け
て

2/26

2/26

3/12
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東
芝
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

小
国
サ
イ
ト
（
早
川
泰
雄
サ
イ
ト

長
）
が
、
二
月
九
日
、
経
済
産
業

省
が
主
催
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理

優
良
工
場
等
表
彰
の
熱
部
門
で
経

済
産
業
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

足中若衆会会長　　
　　佐藤和美さん

ー この人に聞く ー ー この人に聞く ー 

　今月は、３月１３日に開催された
足中雪まつりを企画した足中若衆
会会長の佐藤和美さん（樽口）に
お話をお聞きしました。
　「このまつりは、玉川小学校足中
分校が再開された平成元年から地
区の活性化を目的に毎年開催して
いるものです。今年で１７回目を数
え、私たちの住んでいる地区の冬
の一大イベントとなって定着して
います。今年は、雪像や雪上迷路
づくりなどの準備のため、２日前
から若衆会総出で取り組みました。
　当日は、分校の一年を題材とし
た雪上カルタ取りや足中ウルトラ
クイズなどのレクリエーションの
ほか、みんなで餅つき大会を行う
など、子どもからお年寄りまで地
区あげて、楽しい冬の１日を過ご
しました。
　今後もこのまつりを開催しなが
ら、地区の活性化はもとより、子
どもからお年寄りまでみんなが力
を合わせて楽しく暮らしていける
地域づくりにつなげていきたいと
考えています」。

　

こ
の
賞
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活

動
で
成
果
を
あ
げ
て
い
る
事
業
所

に
対
し
て
贈
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、

同
サ
イ
ト
の
生
産
過
程
に
お
け
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
の
合
理
化
実
践

が
高
く
評
価
さ
れ
こ
の
た
び
の
受

賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

今
年
で
十
回
目
を
迎
え
た
雪
の

学
校
（
斎
藤
重
美
校
長
）
が
、
三

月
五
日
か
ら
六
日
に
か
け
て
、
白

い
森
交
流
セ
ン
タ
ー
り
ふ
れ
を
会

場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
鹿
児
島
県
な
ど
か
ら

の
参
加
者
を
含
め
、
約
六
十
人
が

参
加
。
五
味
沢
地
区
の
マ
タ
ギ
の

案
内
で
、
朝
日
山
ろ
く
の
散
策
や

斜
面
滑
り
、
サ
イ
ズ
焼
き
体
験
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た

か
た
が
た
は
、
活
動
を
と
お
し
て
、

白
い
森
の
大
自
然
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。

省エネ実践の企業活動に

高い評価

１０回目を迎えた

雪の学校

雪を活用した地域の活性化に
つながるまつりを運営

3/5～6

2/9
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 地域づくりをめざし各種施策を展開

前年度比９.８％減

　

平
成
十
七
年
度
の
町
の
当
初
予

算
が
、
三
月
定
例
議
会
で
決
ま
り

ま
し
た
。
地
方
自
治
体
を
取
り
巻

く
行
財
政
環
境
は
、
景
気
の
低
迷

や
人
口
構
造
の
変
化
な
ど
か
ら
大

変
厳
し
い
状
況
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
年
度
は
、
行
財
政

改
革
の
重
点
的
な
推
進
を
図
り
な

が
ら
「
自
主
・
自
立
の
地
域
経
営

の
実
践
」
を
基
本
に
、
新
し
い
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
自
立
し
た
町
の

実
現
を
目
指
し
施
策
を
展
開
し
ま

す
。
そ
こ
で
今
月
は
、「
平
成
十
七

年
度
の
施
政
方
針
」
の
あ
ら
ま
し

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
十
七
年
度
施
政
方
針

　

新
潟
県
中
越
地
方
を
襲
っ
た
最

そ
し
て
今
な
お
避
難
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
々
に
対

し
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
近
年

に
お
け
る
三
八
豪
雪
や
羽
越
水
害
、

そ
し
て
昨
年
の
七
・
一
七
豪
雨
災

害
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
自
然
災

害
に
幾
度
も
遭
遇
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
人
口
の
急
激
な
減
少
に
伴

う
過
疎
化
の
顕
在
化
や
、
世
界
経

済
の
動
向
が
町
内
企
業
に
直
接
波

及
し
、
町
発
展
の
根
幹
を
揺
る
が

す
事
態
に
直
面
す
る
な
ど
幾
多
の

試
練
を
経
験
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
長
い
歴
史
の
中
で
先
人
、
先

輩
は
、
そ
の
度
に
住
民
と
民
間
と

行
政
の
「
協
働
の
力
」
で
乗
り
越

え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

高
震
度
七
の
地
震
は
、
地
域

の
方
々
の
平
穏
な
生
活
を
激

変
さ
せ
ま
し
た
。ま
た
、次
々

と
上
陸
し
た
台
風
は
、
一
年

間
に
十
個
に
及
び
過
去
最
多

を
記
録
し
、
全
国
各
地
に
大

き
な
傷
跡
を
残
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昨
年
十
二
月
二
十

六
日
に
ス
マ
ト
ラ
沖
で
発
生

し
た
大
地
震
に
よ
る
津
波
の

犠
牲
者
は
、
三
十
万
人
に
及

ん
で
お
り
ま
す
。

　

我
が
国
を
は
じ
め
、
世
界

規
模
で
の
大
き
な
自
然
災
害

を
振
り
返
り
、
ご
遺
族
並
び

に
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
、

地
域
社
会
を

　
　
　

取
り
巻
く
諸
情
勢

　

総
務
省
が
先
月
発
表
し
た
二
○

○
四
年
十
月
一
日
現
在
の
日
本
の

推
計
人
口
に
よ
る
と
、
総
人
口
は

一
億
二
千
七
百
六
十
八
万
七
千
人

で
、
増
加
数
、
増
加
率
と
も
戦
後

最
低
に
な
る
と
と
も
に
、
少
子
高

齢
社
会
が
一
段
と
進
行
し
て
い
ま

す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
個
人
や
企
業

の
挑
戦
す
る
意
欲
と
地
方
の
自
主

性
を
引
き
出
す
た
め
、「
三
位
一
体

改
革
」、「
社
会
保
障
制
度
改
革
」

な
ど
各
分
野
に
わ
た
る
構
造
改
革

を
推
進
し
、
民
間
需
要
主
導
の
持

続
的
な
経
済
成
長
を
図
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
予
算
編

成
に
あ
た
り
、
重
点
分
野
に
施
策

を
集
中
し
な
が
ら
、
財
政
構
造
改

革
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

行
財
政
運
営
の
基
本
姿
勢

　

本
年
度
か
ら
当
面
の
間
を
、
第

三
次
行
財
政
改
革
の
仕
上
げ
と
自

立
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向

け
た
「
重
点
強
化
期
間
」
と
位
置

づ
け
、
聖
域
な
く
行
財
政
改
革
を

断
行
し
、
自
主
・
自
立
の
地
域
経

営
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
基
本
的
な
考
え
方
の
も
と

で
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

自
立
し
た
町
を
築
い
て
い
く
た
め
、

次
の
五
つ
の
柱
に
沿
っ
て
、
施
策

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
、「
自
立
を
可
能
と
す
る
地
域
づ

く
り
」

二
、「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
産
業

づ
く
り
」

三
、「
安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し

の
舞
台
づ
く
り
」

四
、「
少
子
高
齢
社
会
に
対
応
し
た

暮
ら
し
づ
く
り
」

五
、「
い
き
い
き
と
し
た
小
国
人
づ

く
り
」

予
算
の
編
成
方
針

　

予
算
の
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
地
方
財
政
計
画
や
三
位
一
体

改
革
を
は
じ
め
と
し
た
国
、
県
の

動
向
を
踏
ま
え
、
経
常
経
費
の
抑

制
に
努
め
る
一
方
、
産
業
づ
く
り

や
教
育
・
福
祉
の
充
実
、
さ
ら
に
、

生
活
環
境
の
整
備
と
い
っ
た
当
面

す
る
課
題
に
対
し
て
、
重
点
的
、
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自主・自立を可能とする 

平成１７年度

効
率
的
に
財
源
の
配
分
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
編
成
い
た
し

ま
し
た
一
般
会
計
予
算
は
、
五
十

三
億
七
千
三
百
万
円
で
前
年
度
に

比
べ
九
・
八
％
減
の
超
緊
縮
型
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
会
計

と
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
を
あ

わ
せ
た
町
予
算
の
総
額
は
百
二
億

九
千
二
百
九
十
三
万
五
千
円
と
な

り
、
前
年
度
比
五
・
五
％
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

�
歳　

入

　

町
税
は
、
税
制
改
正
及
び
町
内

経
済
環
境
の
動
向
を
踏
ま
え
、
町

民
税
の
増
収
を
見
込
ん
だ
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
固
定
資
産
税
の

大
幅
な
減
額
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
前
年
度
比
五
・
二
％
減
と

な
る
九
億
五
千
八
百
六
万
三
千
円

を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、

前
年
度
に
比
べ
〇
・
三
％
増
の
二

十
六
億
二
千
三
百
万
円
を
見
込
み

ま
し
た
が
、
普
通
交
付
税
か
ら
の

振
り
替
え
措
置
と
な
る
臨
時
財
政

対
策
債
が
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

大
幅
に
縮
減
さ
れ
た
結
果
、
地
方

交
付
税
と
合
わ
せ
た
合
計
額
で
は
、

八
千
六
百
七
十
万
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

　

国
・
県
支
出
金
に
つ
い
て
は
、

農
林
関
係
の
普
通
建
設
事
業
で
、

計
画
事
業
が
終
期
を
迎
え
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
全
体
で
二
一
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
債
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
年

度
財
政
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

前
年
度
に
比
べ
五
五
・
三
％
削
減

し
、
発
行
額
の
抑
制
に
努
め
ま
し

た
。

�
歳　

出

　

人
件
費
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
町
長
、
助
役
、
教
育
長
の
給

料
月
額
を
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
減

額
す
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
職
員

数
の
削
減
や
五
十
五
歳
昇
給
停
止

制
度
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
前
年

百
三
十
二
万
七
千
円
を
見
込
ん
で

い
る
ほ
か
、
下
水
道
事
業
な
ど
で

一
億
六
千
八
百
三
十
五
万
七
千
円

が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
あ

わ
せ
た
投
資
的
経
費
の
総
額
で
は

八
億
千
六
百
五
十
六
万
四
千
円
を

確
保
い
た
し
ま
し
た
。

施
策
の
あ
ら
ま
し

自
立
を
可
能
と
す
る

　
　
　
　
　

地
域
づ
く
り

　

国
は
、「
三
位
一
体
改
革
」
を
一

層
推
進
し
、
真
に
住
民
に
必
要
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
地
方
が
自
ら
の

責
任
で
効
率
的
に
選
択
で
き
る
幅

を
拡
大
し
、
歳
入
・
歳
出
両
面
で

の
地
方
の
自
由
度
を
高
め
る
こ
と

で
、
国
・
地
方
を
問
わ
ず
簡
素
で

効
率
的
な
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
環
境
を
認
識
し
た
上

で
、
第
三
次
小
国
町
行
財
政
改
革

大
綱
に
基
づ
き
、
本
年
度
に
お
き

ま
し
て
は
、
税
務
課
に
出
納
室
を

編
入
し
て
「
税
務
出
納
課
」
と
す

る
ほ
か
、
介
護
保
険
制
度
の
改
正

に
伴
い
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能

を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
健
康
福
祉
課
内
に
新
た
に
健

康
管
理
支
援
室
を
設
置
す
る
な
ど

組
織
を
再
編
す
る
こ
と
と
し
、
引

き
続
き
、
急
速
な
社
会
経
済
環
境

の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
ス

度
比
二
・
三
％
の
減
と
い
た
し
ま

し
た
。

　

扶
助
費
に
つ
い
て
は
、
保
育
所

入
所
児
童
の
低
年
齢
化
や
児
童
手

当
の
特
例
給
付
の
対
象
拡
大
な
ど

に
よ
り
、
七
・
七
％
増
加
し
ま
し

た
。
公
債
費
は
、
償
還
の
ピ
ー
ク

が
過
ぎ
た
こ
と
か
ら
、
一
億
八
千

百
六
十
七
万
二
千
円
、
一
三
・
三

％
の
大
幅
な
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
前

年
度
に
比
べ
三
億
一
千
三
百
八
十

六
万
五
千
円
、
四
二
％
の
大
幅
な

減
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
前
年

度
か
ら
の
繰
越
事
業
と
し
て
、
災

害
復
旧
事
業
及
び
経
営
構
造
対
策

事
業
な
ど
一
般
会
計
で
二
億
千
四

53億 
7,300万円 

53億 
7,300万円 

歳　入 

歳　出 

平成17年度　一般会計予算 

町税 
9億5,806万3千円 
17.8％(△5.2%)

　　　　　地方交付税 
 
26億2,300万円 
48.8%(0.3%)

国庫支出金 2億722万9千円 
　　　　　　 3.9%(15.5%)

県支出金 2億776万7千円 
　　　　 3.9%(△39.9%)

分担金及び負担金 
6,981万1千円 1.3%(△4.6%)

使用料及び手数料  
1億481万3千円 2.0%(△4.1%)

繰入金 1億9,630万円 
　　　3.7%(△2.9%)

諸収入 5,793万9千円 
　　  1.1%(△13.8%)

繰越金 
1億2,000万円 
2.2%(0%)

町債 
5億2,660万円 
9.8%(△45.0%)

財産収入 1,086万8千円 
0.2%(△15.6%)

その他 
2億9,061万円 
5.4%(9.6%)

予備費 500万円 
　  0.1%(0.0%)

議会費9,621万1千円 
　　   1.8%(△0.4%)

総務費 
7億819万2千円 13.2% 
(△9.8%)

民生費 
9億6,854万9千円 
18.0%(1.7%)

衛生費 
 4億9,451万3千円 
    9.2%(△12.3%)

商工費 
2億3,591万1千円 
4.4%(△4.7%)

農林水産費 
2億1,526万8千円 4.0%(53.7%)

労働費 2,650万8千円 
         0.5%(△20.0%)

土木費 
8億302万8千円 
14.9%(△2.5%)

消防費 
1億9,915万9千円 
3.7%(△6.4%)

教育費 4億344万5千円 
　　　　   7.5%(1.6%)

災害復旧費 2,876万1千円 
0.5%(341.5%)

公債費 
11億8,844万5千円 
22.1%(△13.3%)

諸支出金1万円 
    0.0%(0.0%)

町税 
9億5,806万3千円 
17.8％(△5.2%)

　　　　　地方交付税 
 
26億2,300万円 
48.8%(0.3%)

国庫支出金 2億722万9千円 
　　　　　　 3.9%(15.5%)

県支出金 2億776万7千円 
　　　　 3.9%(△39.9%)

分担金及び負担金 
6,981万1千円 1.3%(△4.6%)

使用料及び手数料  
1億481万3千円 2.0%(△4.1%)

繰入金 1億9,630万円 
　　　3.7%(△2.9%)

諸収入 5,793万9千円 
　　  1.1%(△13.8%)

繰越金 
1億2,000万円 
2.2%(0%)

町債 
5億2,660万円 
9.8%(△45.0%)

財産収入 1,086万8千円 
0.2%(△15.6%)

その他 
2億9,061万円 
5.4%(9.6%)

予備費 500万円 
　  0.1%(0.0%)

議会費9,621万1千円 
　　   1.8%(△0.4%)

総務費 
7億819万2千円 13.2% 
(△9.8%)

民生費 
9億6,854万9千円 
18.0%(1.7%)

衛生費 
 4億9,451万3千円 
    9.2%(△12.3%)

商工費 
2億3,591万1千円 
4.4%(△4.7%)

農林水産費 
2億1,526万8千円 4.0%(53.7%)

労働費 2,650万8千円 
         0.5%(△20.0%)

土木費 
8億302万8千円 
14.9%(△2.5%)

消防費 
1億9,915万9千円 
3.7%(△6.4%)

教育費 4億344万5千円 
　　　　   7.5%(1.6%)

災害復旧費 2,876万1千円 
0.5%(341.5%)

公債費 
11億8,844万5千円 
22.1%(△13.3%)

諸支出金1万円 
    0.0%(0.0%)

対前年度 
比伸び率 

全体に占める割合 
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皆さんからご意見をいただく町長と語る日

地域資源を活かした交流の展開

森林が持つ「癒しの効果」の研究を推進

リ
ム
な
行
政
体
の
構
築
に
努
め
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

行
政
が
地
域
経
営
の
責
任
を
確

実
に
果
た
す
と
と
も
に
、
町
民
一

人
ひ
と
り
が
住
民
自
治
の
精
神
を

再
認
識
し
、
自
ら
考
え
、
自
ら
行

動
す
る
住
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り

を
実
践
し
て
い
く
た
め
、
行
政
と

町
民
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任

を
明
ら
か
に
し
た
「
自
立
と
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
の
指
針
を
策
定

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
開
か
れ
た
町
政
と
対
話

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

引
き
続
き
、
町
長
と
語
る
日
や
町

政
懇
談
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
町

長
室
専
用
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
や
電
子

メ
ー
ル
を
活
用
し
た
広
聴
活
動
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
図
り
な

が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
情
報
を
発
信

す
。

　

ま
た
、
県
単
独
事
業
の
「
山
の

恵
み
地
産
地
消
推
進
事
業
」
を
導

入
し
て
、
キ
ノ
コ
産
地
を
育
成
す

る
た
め
の
生
産
基
盤
整
備
を
支
援

す
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、「
山
の
恵

み
交
流
体
験
推
進
事
業
」
を
継
続

し
て
排
水
対
策
等
の
条
件
整
備
を

す
す
め
、
山
菜
等
の
作
付
け
面
積

の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。「
ぶ
な
の
恵
み
の
大

感
謝
祭
」
や
「
山
菜
の
学
校
」、

「
鍋
ま
つ
り
」
の
開
催
、「
ふ
る
さ

と
パ
ッ
ク
」
の
実
施
な
ど
、
町
民

の
主
体
的
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
う
し
た
取
り

組
み
の
積
み
重
ね
が
白
い
森
の
魅

力
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

く
も
の
と
、
期
待
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

水
田
農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
認
定
農

業
者
へ
の
農
地
の
集
積
が
よ
り
一

層
進
む
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

認
定
農
業
者
の
主
体
的
な
活
動
を

支
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、
農
地

流
動
化
支
援
事
業
な
ど
の
制
度
を

活
用
し
な
が
ら
、
優
良
農
地
の
利

用
集
積
と
団
地
化
を
進
め
、「
売
れ

る
米
づ
く
り
」
と
産
地
の
ブ
ラ
ン

ド
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
「
園
芸
産
地
拡
大

強
化
支
援
事
業
」
を
導
入
し
て
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
等
の
園
芸
作
物
の

生
産
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
の
発
生
を
防
ぎ
、

農
村
集
落
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
中
山
間
地
域
農

業
農
村
総
合
支
援
事
業
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
集
落
で
の
担
い
手
の

育
成
な
ど
に
力
点
を
お
い
て
、
今

後
五
年
間
、
事
業
が
継
続
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の

制
度
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、

農
地
の
保
全
と
集
落
維
持
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

畜
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
町
有
牛
の
導
入
を
図
る
ほ
か
、

市
野
沢
放
牧
場
の
経
営
及
び
和
牛

共
励
会
の
開
催
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

森
林
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
「
森
林
整
備
地
域
活
動

支
援
事
業
」
を
導
入
し
て
、
適
正

な
森
林
整
備
を
支
援
し
て
い
く
ほ

か
、
間
伐
の
実
施
な
ど
計
画
的
な

施
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
、
小
国
い
き
い
き
街
づ

く
り
公
社
が
中
心
と
な
っ
て
中
心

商
店
街
の
活
性
化
の
た
め
、「
ま
ち

な
か
賑
わ
い
づ
く
り
事
業
」
に
取

り
組
ま
れ
る
ほ
か
、
協
同
組
合
小

国
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
、

新
た
な
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
導
入

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ら
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
で
は
、
雇
用
相
談
員

を
引
き
続
き
配
置
し
、
雇
用
環
境

の
情
報
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、

国
・
県
等
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
り
、
労
働
情
勢
懇
話
会
を
開
催

し
な
が
ら
適
切
な
雇
用
対
策
を
講

じ
て
ま
い
り
ま
す
。

し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
資
源
を
活
用
し
た

　
　
　
　
　

産
業
づ
く
り

　

わ
が
国
の
経
済
は
、
景
気
回
復

が
雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善
を
通

じ
て
家
計
部
門
へ
波
及
す
る
動
き

が
強
ま
り
、
消
費
は
着
実
に
増
加

す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
、
本
町

産
業
の
機
軸
で
あ
る
東
芝
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
並
び
に
日
本

重
化
学
工
業
株
式
会
社
の
持
続
的

な
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
期
待
す

る
と
と
も
に
、
両
社
と
の
連
携
を

一
層
緊
密
に
し
な
が
ら
、
安
定
し

た
企
業
活
動
の
た
め
の
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
の
山
菜
や
キ
ノ
コ
な
ど
の

特
用
林
産
物
を
は
じ
め
、
岩
魚
、

そ
ば
、
雑
穀
な
ど
は
、
各
方
面
か

ら
高
い
評
価
を
得
て
お
り
ま
す
し
、

栽
培
に
取
り
組
む
生
産
者
も
着
実

に
育
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
を
定
着
さ
せ
、
安

定
し
た
産
業
に
結
び
つ
け
て
い
く

た
め
、
生
産
者
と
消
費
者
、
流
通

業
や
小
売
業
な
ど
が
多
様
に
連
携

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
や
情
報
を

共
有
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
引
き
続
き
地
産
地
消
事

業
及
び
食
の
文
化
・
産
業
づ
く
り

推
進
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

　

観
光
振
興
施
策
と
い
た
し
ま
し

て
は
、「
小
国
の
自
然
や
イ
ベ
ン

ト
」
を
テ
ー
マ
に
、
引
き
続
き
白

い
森
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施

し
て
い
く
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
す
る
こ
と
と
し
た
小
国
町
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迅速な防災対策を確立

除雪ドーザの購入による除雪体制を強化

循環型社会の確立をめざして

の
整
備
と
、
交
流
と
連
携
を
実
現

す
る
地
域
活
性
化
の
基
盤
づ
く
り

を
、
多
様
な
主
体
の
参
加
に
よ
り

創
り
あ
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

県
道
五
味
沢
小
国
線
の
西
踏
切

の
拡
幅
改
良
並
び
に
沖
庭
橋
の
架

け
替
え
事
業
の
ほ
か
、
主
要
地
方

道
玉
川
沼
沢
線
の
市
野
沢
橋
架
け

替
え
事
業
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

早
期
完
成
に
向
け
て
関
係
機
関
へ

の
要
望
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

町
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

土
尾
二
渡
戸
線
及
び
小
坂
町
朝
篠

線
、
若
山
金
目
線
、
樺
沢
線
等
の

改
良
事
業
等
を
継
続
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。
新
規
事
業
で
は
、
幸

町
十
一
号
線
の
路
線
測
量
・
用
地

取
得
、
さ
ら
に
、
下
水
道
の
整
備

に
併
せ
、
湯
の
花
幸
町
線
の
側
溝

整
備
に
取
り
組
む
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。

　

新
潟
県
朝
日
村
と
を
結
ぶ
広
域

交
流
道
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、
両

地
域
の
発
展
を
促
す
重
要
な
県
境

越
え
路
線
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町

道
長
沢
三
面
線
の
独
自
改
良
の
促

進
を
図
り
な
が
ら
、
新
潟
県
朝
日

村
と
と
も
に
関
係
機
関
に
対
し
、

未
改
良
箇
所
の
早
期
改
良
を
働
き

か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
に
つ

い
て
は
、
小
国
・
関
川
金
丸
間
の

整
備
区
間
へ
の
早
期
格
上
げ
に
つ

い
て
、
新
潟
・
山
形
両
県
を
は
じ

め
沿
線
二
十
一
市
町
村
で
構
成
す

る
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
と
と
も

に
、
関
係
機
関
に
対
す
る
要
望
活

動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
住
民
が
自
ら
取
り
組
む
地

域
づ
く
り
事
業
を
支
援
す
る
農
村

の
暮
ら
し
づ
く
り
総
合
助
成
事
業

及
び
ふ
る
さ
と
づ
く
り
総
合
助
成

事
業
を
継
続
実
施
す
る
こ
と
と
し

た
ほ
か
、
町
原
地
内
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
道
路
の
整
備
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

雪
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
除

雪
ド
ー
ザ
並
び
に
ロ
ー
タ
リ
除
雪

車
を
そ
れ
ぞ
れ
一
台
ず
つ
更
新
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
凍
雪

害
防
止
の
新
規
事
業
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
町
道
幸
町
四
号
線
及
び

五
号
線
、
町
北
裏
線
、
小
国
停
車

場
岩
井
沢
線
に
延
長
三
百
八
十
七

メ
ー
ト
ル
の
流
雪
溝
の
整
備
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

雪
国
に
お
け
る
快
適
な
居
住
環

境
を
整
備
す
る
た
め
、
小
国
の
家

づ
く
り
助
成
事
業
を
継
続
実
施
す

る
こ
と
と
し
、
融
雪
屋
根
助
成
事

業
を
三
戸
分
、
木
材
製
品
利
用
住

宅
建
築
奨
励
助
成
事
業
十
五
戸
分

を
措
置
い
た
し
ま
し
た
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

北
地
区
に
お
い
て
汚
水
管
敷
設
工

事
を
実
施
す
る
ほ
か
、
増
岡
地
区

の
一
部
で
管
渠
整
備
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
前
年
度
末
に

お
け
る
下
水
道
の
加
入
状
況
に
つ

き
ま
し
て
は
、
八
百
五
十
二
戸
で
、

対
象
戸
数
の
五
○
・
五
％
と
い
う

状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
一

層
加
入
促
進
に
努
め
な
が
ら
、
環

境
保
全
の
推
進
と
安
定
し
た
下
水

道
経
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

上
水
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
増
岡
地
区
に
配
水
管
を
延
長

す
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
岩
井
沢

地
区
等
に
維
持
管
理
に
必
要
な
制

水
弁
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
西

地
内
の
配
水
管
の
改
修
工
事
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
叶
水
簡
易
水
道

に
お
い
て
、
町
道
土
尾
二
渡
戸
線

の
道
路
改
良
に
伴
う
配
水
管
の
移

設
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

消
防
施
設
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
白
子
沢
地
区
に
小
型
動
力
ポ

ン
プ
付
軽
積
載
車
を
配
備
す
る
ほ

か
、
越
中
里
地
区
に
消
火
栓
を
新

設
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

防
災
対
策
と
し
て
、
毛
布
や
生
活

必
需
品
な
ど
緊
急
避
難
時
に
お
け

る
物
資
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
た

ほ
か
、
食
料
品
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
町
内
販
売
店
と
協
定
を
結
び
、

非
常
時
に
お
け
る
迅
速
な
食
糧
確

保
体
制
を
整
え
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。

　

美
し
い
自
然
と
環
境
を
守
る
た

観
光
協
会
に
対
し
、
支
援
し
て
い

く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

町
民
の
方
々
が
主
体
と
な
っ
て
取

り
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
大
相
撲

「
東
関
部
屋
」
の
小
国
合
宿
の
誘

致
や
夏
祭
り
を
継
続
し
て
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

森
林
が
織
り
な
す
風
景
や
香
り
、

音
や
感
触
な
ど
、森
林
の
持
つ「
癒

し
の
効
果
」
に
注
目
し
な
が
ら
、

産
学
官
連
携
に
よ
る
「
森
林
療
法

（
森
林
セ
ラ
ピ
ー
）」の
研
究
が
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

先
般
、
こ
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
研

究
会
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
森

林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
」、「
森
林
セ
ラ

ピ
ー
ロ
ー
ド
」
の
認
定
に
向
け
た

申
請
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
白
い
森
の
多
面
的
な
機
能

の
活
用
と
新
た
な
産
業
の
創
出
に

よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
て
、

こ
れ
が
認
定
さ
れ
ま
す
よ
う
大
き

な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

安
全
で
安
心
で
き
る

　

暮
ら
し
の
舞
台
づ
く
り

　

自
然
災
害
の
脅
威
を
教
訓
に
、

小
国
町
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

を
含
め
、
よ
り
迅
速
な
防
災
対
策

や
危
機
管
理
体
制
の
確
立
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
町
民
の

皆
様
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
快
適
な
定
住
環
境
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活力ある地域社会の構築をめざして

安心して子育てできる環境づくりを推進

高齢者がいきいきと暮らせる環境を整備

本
年
度
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
第

三
期
の
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策

定
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
今
後
の

動
向
を
見
極
め
る
と
と
も
に
、
高

齢
者
の
実
態
と
そ
の
ニ
ー
ズ
の
把

握
に
努
め
な
が
ら
、
本
町
に
ふ
さ

わ
し
い
在
宅
と
施
設
福
祉
の
あ
り

方
を
明
ら
か
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
家

庭
や
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
地
域
で
支
え
合
う

仕
組
み
づ
く
り
を
構
築
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
地
域
福
祉
計
画
を
策

定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
で
き

る
限
り
在
宅
で
の
生
活
を
応
援
し

て
い
く
た
め
、
本
年
度
は
、
地
域

が
主
体
と
な
っ
て
高
齢
者
の
閉
じ

こ
も
り
や
介
護
予
防
を
目
的
に
実

施
す
る
ミ
ニ
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
介
護
者
交
流
激
励
支
援

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
対
象
者

を
こ
れ
ま
で
の
要
介
護
四
以
上
か

ら
三
以
上
に
拡
大
し
て
実
施
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
暮
ら
し
に
や
さ
し
い

住
ま
い
づ
く
り
助
成
事
業
や
高
齢

者
の
除
雪
に
対
す
る
不
安
を
軽
減

す
る
た
め
の
軽
度
生
活
援
助
事
業

の
ほ
か
、
自
立
者
支
援
事
業
を
継

続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

急
速
な
少
子
化
の
進
行
に
伴
い
、

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
児
童
数

の
減
少
に
よ
り
保
育
園
の
定
員
割

れ
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
町
立
保

育
所
と
民
間
保
育
所
と
の
役
割
分

担
や
、
地
域
に
お
け
る
保
育
の
在

り
方
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
望

ま
し
い
保
育
環
境
の
整
備
に
つ
い

て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
一
時
保
育
や
民
間

保
育
所
に
お
け
る
延
長
保
育
を
継

続
し
て
実
施
す
る
ほ
か
、
本
年
度

か
ら
、
お
き
に
わ
保
育
園
に
お
き

ま
し
て
、
従
来
の
入
園
児
に
加
え

て
小
学
三
年
生
ま
で
の
学
童
を
対

象
に
延
長
保
育
を
拡
大
し
て
実
施

す
る
計
画
に
あ
り
ま
す
の
で
、
制

度
に
基
づ
き
こ
れ
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
き

ま
し
て
は
、
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

や
民
間
の
子
育
て
支
援
団
体
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
の
開
設
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
害
者
等
の
福
祉
施
策
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
精
神
障
害
者
の
在

宅
に
お
け
る
生
活
を
支
援
す
る

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
通
所
な
ど
の
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
い
く

ほ
か
、
障
害
を
持
つ
方
々
の
社
会

復
帰
と
地
域
に
お
け
る
自
立
し
た

社
会
参
加
を
促
し
て
い
く
た
め
、

地
域
生
活
支
援
事
業
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
健
康
増
進
計
画
」
に
基

づ
き
、
町
民
が
自
ら
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
む
環
境
づ
く
り
と
地
域

全
体
で
支
援
す
る
体
制
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
地
域
の
指
導
者

抜
本
的
な
医
療
制
度
の
見
直
し
な

ど
に
よ
り
、
経
営
環
境
は
一
層
厳

し
さ
を
増
す
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
開
設
以
来
七
年
が

経
過
し
、
医
療
機
器
等
の
更
新
が

必
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

薬
価
差
や
入
院
患
者
の
薬
剤
管
理

な
ど
に
よ
る
収
益
の
確
保
と
、
効

率
的
な
医
療
体
制
に
よ
り
費
用
の

削
減
を
図
り
な
が
ら
、
経
営
の
健

全
化
と
信
頼
さ
れ
る
病
院
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
老
人
保
健
施
設
に
つ
き
ま

し
て
は
、
介
護
保
険
制
度
の
改
正

に
お
い
て
、
介
護
支
援
専
門
員
に

よ
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
体
系

的
な
見
直
し
が
指
摘
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
本
年
度
か
ら
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
を
行
う
専
任

の
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
て
機
能
強

化
を
図
り
、
居
宅
に
お
け
る
介
護

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て

と
な
る
「
健
康
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
養
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
間
ド
ッ
ク
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
宿
泊
人
間
ド
ッ
ク
に

加
え
、
新
た
に
一
日
人
間
ド
ッ

ク
に
つ
い
て
も
助
成
を
講
じ
る

こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
総
合
検
診
や
国
民
健
康

保
険
の
人
間
ド
ッ
ク
と
の
調
整

を
図
り
な
が
ら
、
町
民
の
健
康

保
持
増
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

町
立
病
院
に
つ
き
ま
し
て
は
、

め
の
施
策
と
し
て
、
環
境
基
本
計

画
を
策
定
し
、
バ
イ
オ
マ
ス
資
源

の
利
活
用
や
廃
棄
物
、
リ
サ
イ
ク

ル
、
環
境
教
育
や
環
境
学
習
、
観

光
交
流
な
ど
と
総
合
的
に
連
関
し

た
環
境
施
策
の
展
開
に
よ
る
循
環

型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

少
子
高
齢
社
会
に

対
応
し
た
暮
ら
し
づ
く
り

　

介
護
保
険
法
の
改
正
法
案
で
は
、

予
防
を
重
視
し
た
シ
ス
テ
ム
へ
の

転
換
を
図
る
こ
と
と
在
宅
と
施
設

介
護
の
利
用
者
負
担
の
公
平
化
を

図
る
た
め
、
施
設
入
所
者
の
居
住

費
と
食
費
を
原
則
と
し
て
自
己
負

担
と
す
る
な
ど
、
制
度
全
般
の
見

直
し
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
抜
本
的
な
制
度
改

革
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
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新しい時代にふさわしい教育の在り方を研究

白い森ワークショップを引き続き継続

地域に根ざした健康づくりを推進

つ
自
然
や
歴
史
、
文
化
な
ど
地
域

学
習
の
取
り
組
み
と
と
も
に
、「
国

際
」、「
情
報
」
の
特
設
教
科
を
設

定
し
な
が
ら
「
心
豊
か
で
創
造
性

に
富
む
人
材
の
育
成
」
を
目
指
し

た
研
究
事
業
を
展
開
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

成
果
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
研
究

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と

し
、
新
た
に
、
習
得
し
た
英
会
話

の
実
践
の
場
と
し
て
小
国
高
校
生

の
短
期
外
国
留
学
を
支
援
す
る
ほ

か
、「
国
際
・
情
報
」
の
副
読
本
を

作
成
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

急
速
に
進
行
す
る
少
子
化
の
中

で
、
望
ま
し
い
教
育
環
境
を
整
え

て
い
く
た
め
、「
新
し
い
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
教
育
の
在
り
方
」
に
つ

い
て
、
調
査
研
究
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

本
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
調
査
結
果
を
基
に
、
具

体
的
な
機
能
再
編
計
画
の
検
討
を

進
め
て
い
く
ほ
か
、
地
域
全
体
で

小
国
高
校
の
魅
力
づ
く
り
と
存
続

に
向
け
た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

学
校
施
設
で
は
、
叶
水
小
中
学

校
及
び
小
国
中
学
校
の
体
育
館
改

修
を
行
う
ほ
か
、
小
国
小
学
校
南

校
舎
の
屋
根
塗
装
、
北
部
小
中
学

校
及
び
小
玉
川
小
中
学
校
、
白
沼

小
中
学
校
の
プ
ー
ル
修
繕
な
ど
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
推
進
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
に
応

じ
た
学
習
講
座
を
開
設
す
る
と
と

も
に
、
新
た
に
、
小
国
の
食
文
化

や
「
食
」
と
「
農
」
に
つ
い
て
学

ぶ
「
食
農
学
習
講
座
」
を
開
設
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
白
い
森

子
ど
も
情
報
セ
ン
タ
ー
事
業
を
引

き
続
き
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
総
合
セ
ン
タ
ー
の
図
書

室
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す

る
パ
ソ
コ
ン
を
配
備
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。

　

芸
術
文
化
の
振
興
で
は
、
引
き

続
き
白
い
森
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
事
業
の
開
催
を
支
援
し
て
い
く

ほ
か
、
町
民
の
文
化
意
識
の
高
揚

と
情
報
の
共
有
化
を
図
る
た
め
、

文
化
講
演
会
を
開
催
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

小
国
町
体
育
協
会
が
、
今
年
で

創
立
五
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
体
育
協
会
は
、
結

成
以
来
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

と
あ
わ
せ
、
地
域
に
根
ざ
し
た
体

力
・
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
、

昭
和
四
十
七
年
に
は
、
県
下
初
の

試
み
と
し
て
地
区
対
抗
の
体
育
大

会
に
年
間
総
合
得
点
制
度
を
導
入

し
て
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
多
く
の
町
民
が
親
し
め
る
「
み

ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
」
を
実
現
し
て

き
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
五
十
年
の
歩
み
を

ま
と
め
た
記
念
誌
の
作
成
や
ス

ポ
ー
ツ
講
演
会
な
ど
記
念
行
事
の

開
催
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

存
会
が
、「
地
域
を
あ
げ
、
時
間
を

か
け
て
取
り
組
ん
だ
街
道
再
生
事

業
は
、
文
化
遺
産
を
次
世
代
へ
繋

ぐ
普
遍
性
を
持
っ
た
活
動
」
と
し

て
高
い
評
価
を
受
け
、
総
務
省
の

平
成
十
六
年
度
「
地
域
づ
く
り
総

務
大
臣
表
彰
」
の
栄
に
輝
き
ま
し

た
。

　

こ
の
こ
と
は
、先
人
先
達
の「
協

働
」
の
精
神
と
町
民
の
「
協
創
」

の
力
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
成
果

で
あ
り
、
ひ
と
え
に
関
係
町
民
の

ふ
る
さ
と
を
想
う
熱
意
の
賜
と
、

心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

米
沢
藩
の
九
代
藩
主
上
杉
鷹
山

公
は
、
全
て
の
苦
し
む
者
に
対
し
、

隣
五
軒
を
五
人
組
と
し
て
相
互
に

支
え
合
い
、
村
全
体
が
共
同
体
と

し
て
苦
楽
を
共
に
す
る
「
五
什
組

合
」
の
制
度
を
定
め
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
農
民
へ
の
支
配
と
統
制
を

目
的
と
し
た
制
度
で
は
な
く
、「
民

の
父
母
」
た
る
愛
情
か
ら
発
し
た

農
村
政
策
で
あ
り
、「
伝
国
之
辞
」

に
集
約
さ
れ
た
鷹
山
公
の
高
い
政

治
理
念
で
あ
り
ま
す
。

　

今
こ
そ
私
は
、
こ
の
教
え
を
胸

に
刻
み
、「
協
働
と
協
創
」
の
力
に

よ
っ
て
自
主
・
自
立
の
ま
ち
づ
く

り
に
一
歩
一
歩
確
実
な
歩
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
皆

様
と
議
員
各
位
の
な
お
一
層
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
三
位
一
体
改
革
に
よ
り
、

制
度
が
大
き
く
見
直
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
老
人
保
健

加
入
者
の
対
象
年
齢
の
引
き
上
げ

や
医
療
技
術
の
高
度
化
に
よ
り
、

一
人
当
た
り
の
医
療
費
が
年
々
増

加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、

負
担
と
給
付
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
な
が
ら
、
将
来
に
向

け
て
一
層
安
定
し
た
経
営
を
確
保

し
て
ま
い
り
ま
す
。

い
き
い
き
と
し
た

　
　
　
　

小
国
人
づ
く
り

　

本
町
で
実
践
さ
れ
て
い
る
小
中

高
一
貫
教
育
の
研
究
開
発
は
、
平

成
十
六
年
度
か
ら
新
た
に
三
年
間

の
継
続
指
定
を
受
け
、
本
町
が
持

む

す

び

　

去
る
一
月
、
黒
沢
峠
敷
石
道
保
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予算額事　　業　　名予算額事　　業　　名

７,２００商店街活性化推進事業６,００８環境基本計画策定事業

２,５００いきいき街づくり公社支援事業１,７８６基礎集落圏機能整備事業

７２０
白い森おぐにフォトコンテスト
開催事業

１５,１７３子育て支援センター設置事業

３,５００
アルカディア街道復興計画十三峠
整備事業

６,０００
暮らしにやさしい住まいづくり
助成事業

５０,２６３除雪機械購入事業１,２３８介護者・地域支え合い活動支援事業

２４５,４６６道路橋梁新設改良事業５,８５９人間ドック助成事業

５,１４９消防ポンプ自動車購入事業１,３２５健康づくり推進事業

２,３５３災害対策事業１,５９２雇用相談員設置事業

９,８１４小中高一貫教育支援事業３,５００小国町食の文化、産業づくり事業

１,５８０白い森国際交流ワークショップ事業２１,１４１森林整備地域活動支援推進事業

１０,７１０小学校教科書改訂事業７,９８０小国きのこ産地育成支援事業

　 主な事業とその予算額（単位：千円）

　３月定例議会において、平成１７年度予算が議決されました。
一般会計予算は５３億７,３００万円。特別会計及び企業会計を合わせ
た町予算の総額は、１０２億９,２９３万５千円で、前年度と比べて５.５％
の減額となりました。
　そこで、今月は平成１７年度予算のあらましについてお知らせ
します。

平成17年度予算のあらまし

一般会計  ５３億７,３００万円
特別会計  ３２億６,９６４万円
企業会計  １６億５,０２９万５千円

１０２億９,２９３万５千円計

予算の内訳

１７年度
予算総額
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１３ 
０ 

１０ 

２０ 

３０ 

４０ 

５０ 

６０ 

７０ 

１４ １５ １６ １７ 

６５
億
２
０
０
０
万
円 

６８
億
２
８
０
０
万
円 

６１
億
３
８
０
０
万
円 

５９
億
５
８
０
０
万
円 

５３
億
７
３
０
０
万
円 

年度 

億円 

今年度の 
一般会計予算で 
町民一人に使われる 
町のお金 

●目的別歳出の額を平成１６年４月 
　１日現在の住民基本台帳人口で 
　（１０,０１０人）で割った額 

民 生 費 

９６,７５８円 

衛 生 費 

４９,４０２円 

商 工 費 

２３,５６８円 

教 育 費 

４０,３０４円 

総 務 費 

７０,７４８円 

公 債 費 

１１８,７２６円 

消 防 費 

１９,８９６円 

土 木 費 

８０,２２３円 

農　　林 
水産業費 

２１,５０５円 

議 会 費 
そ の 他 

１５,６３３円 

５３６，７６３円 

対前年度比率H１７当初予算額区　　　分

△　９.８％５３億７,３００万　　円一　般　会　計

△　７.３％２,４２０万　　円簡易水道事業会計

特
別
会
計

５.６％８億５,４２０万　　円国民健康保健事業会計

△　３.５％９,９９４万　　円部 落 有 財 産 会 計

△　３.２％１１億　６０万　　円老 人 保 健 会 計

△　２.６％３億５,９８０万　　円下 水 道 事 業 会 計

５.５％５,６７０万　　円訪 問 看 護 会 計

３.４％７億７,４２０万　　円介護保険事業会計

０.７％３２億６,９６４万　　円計

△　４.９％１１億　１０５万６千円病 院 事 業 会 計

企
業
会
計

１０.３％３億１,６０６万８千円老人保健施設事業会計

△　９.１％１億３,０１４万１千円水 道 事 業 会 計

△　０.６％１億　３０３万　　円工業用水道事業会計

△　２.４％１６億５,０２９万５千円計

△　５.５％１０２億９,２９３万５千円合　　計

各会計歳入歳出予算額 一般会計当初予算の推移
（過去５年間）
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後
期
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
あ
ら
ま
し 
③

自
立
す
る

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
る
小
国
町
後
期
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

に
つ
い
て
、
今
月
は
五
つ
の
基
本
課
題
の
う
ち
「
交
流
と
連
携
を
可
能

と
す
る
基
盤
づ
く
り
」、「
少
子
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
暮
ら
し
づ
く
り
」

に
お
け
る
施
策
を
紹
介
し
ま
す
。

着実に進む横川ダム建設事業

交
流
と
連
携
を
可
能
と
す
る

基
盤
づ
く
り

　

交
通
の
利
便
性
の
向
上
や
余
暇

時
間
の
増
大
に
伴
い
、
都
市
と
山

村
あ
る
い
は
地
域
間
相
互
と
い
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
交
流
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
多
様
な
人
々
と

の
交
流
と
連
携
を
促
進
す
る
受
け

入
れ
体
制
の
整
備
と
白
い
森
の
特

徴
を
活
か
し
た
観
光
交
流
の
施
策

展
開
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
間
交
流
の
促
進

　

本
町
は
こ
れ
ま
で
、
ぶ
な
文
化

交
流
圏
構
想
に
基
づ
き
計
画
的
に

交
流
施
設
等
の
整
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
社
会
、
経
済
情
勢
が
大

き
く
変
化
し
て
い
る
現
在
、「
白
い

森
公
園
中
央
基
地
」、「
飯
豊
山
麓

交
流
ゾ
ー
ン
」、「
朝
日
山
麓
交
流

ゾ
ー
ン
」
の
３
つ
の
交
流
基
地
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
未
利
用

資
源
の
発
掘
や
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発
を
進
め
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ

ト
両
面
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ま
ち
づ
く

り
や
観
光
情
報
等
の
発
信
機
能
の

拡
充
と
白
い
森
案
内
人
や
森
林
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
等
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
育
成
し
、
訪
れ
る
か
た

が
た
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め

ま
す
。

社
会
基
盤
の
整
備

　

過
疎
地
域
特
有
の
地
理
的
な
不

利
性
や
時
間
距
離
の
制
約
を
克
服

す
る
た
め
、
新
潟
山
形
南
部
連
絡

道
路
の
早
期
実
現
や
国
道
、
県
道

の
改
修
、
整
備
を
関
係
機
関
に
働

き
か
け
て
い
く
と
と
も
に
、
町
内

の
町
道
、
農
道
等
に
つ
い
て
も
計

画
的
に
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
情
報
化
社
会
へ
の
対
応
と

し
て
、
携
帯
電
話
の
不
感
エ
リ
ア

解
消
事
業
や
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

の
受
信
体
制
を
整
備
し
ま
す
。
安

全
で
安
心
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る

た
め
、
上
水
道
や
下
水
道
の
整
備

を
計
画
的
に
進
め
る
ほ
か
、
葬
祭

場
の
改
築
、
横
川
ダ
ム
建
設
事
業

の
建
設
促
進
を
要
望
し
て
い
き
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
に
よ
り
、
豊

か
な
自
然
環
境
に
根
ざ
し
た
産
業

づ
く
り
や
、
本
町
に
ふ
さ
わ
し
い

教
育
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
都
市

や
企
業
と
の
連
携
を
生
み
出
し
ま

す
。

持
続
的
社
会
の
構
築

　

こ
れ
か
ら
は
、
地
域
の
特
色
を

活
か
し
な
が
ら
、
環
境
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
�
白
い
森
の
国
�
づ
く

り
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
町
の

持
つ
広
大
な
森
林
空
間
や
森
林
資

源
を
活
用
し
た
「
癒
し
の
空
間
」

の
創
出
な
ど
を
図
り
、
白
い
森
の

多
面
的
な
機
能
の
活
用
と
発
信
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
新
し

い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
基
本

計
画
を
策
定
し
、
持
続
的
に
発
展

で
き
る
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。
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シリーズ３：後期過疎地域自立促進計画

ＪＲ米坂線 

朝
日
連

峰

飯
豊
連

峰

玉
　
川

荒

　川

飯豊梅花皮荘 

小国駅 

りふれ 

白い森公園 
中央基地 

朝日山麓交流ゾーン 

飯豊山麓交流ゾーン 

113

「ぶな茶屋」 「ぶな茶屋」 
道の駅白い森おぐに 道の駅白い森おぐに 

白い森交流センター 白い森交流センター 

小国駅 

りふれ 

飯豊梅花皮荘 

地域間交流を促進する３つの交流ゾーン 

安心して子育てできる環境を整備

少
子
高
齢
社
会
に
対
応
し
た

暮
ら
し
づ
く
り

　

少
子
高
齢
社
会
の
本
格
的
な
到

来
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
層

の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
で
個
性
的
な
生
き
方
を
選

択
で
き
る
地
域
社
会
の
構
築
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

子
ど
も
の
目
線
、
尺
度
で
町
を
点

検
し
、
子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
に

と
っ
て
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
「
こ
ど
も
行
政
」
と
い
っ

た
視
点
に
立
っ
て
道
路
や
公
共
施

設
の
整
備
、
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
行
い
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
高
齢

者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
実
現
の
た
め
に
介
護

や
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し

ま
す
。
ま
た
、
い
き
い
き
と
活
躍

で
き
る
環
境
づ
く
り
、
さ
ら
に
、

地
域
の
福
祉
力
の
向
上
と
多
様
な

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
再
構
築

　

少
子
化
の
進
行
に
伴
う
児
童
数

の
減
少
、
保
育
児
童
の
低
年
齢
化
、

保
育
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
の
実

態
を
踏
ま
え
、
集
団
保
育
を
可
能

と
す
る
保
育
環
境
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
地
域

に
お
け
る
保
育
や
小
中
学
校
の
機

能
再
編
、
民
間
保
育
所
と
の
役
割

分
担
、
へ
き
地
保
育
所
の
あ
り
方

な
ど
総
合
的
に
勘
案
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
望
ま
し
い

保
育
環
境
の
整
備
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

若
い
世
代
が
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
健
や
か
に
育
て
る
と
と
も
に
、

豊
か
な
環
境
を
活
か
し
創
造
性

と
活
力
あ
る
人
材
を
育
成
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
子
育
て
全
般
の
相
談
や

各
種
情
報
を
提
供
す
る
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
を
充
実
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て

支
援
体
制
の
整
備
な
ど
地
域
社

会
が
一
体
と
な
っ
て
子
育
て
を

支
援
す
る
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
の
育
成
と

い
っ
た
地
域
ケ
ア
の
仕
組
み
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。
こ
の
た
め
、
癒

し
の
園
の
機
能
を
充
実
し
、
保
健
、

医
療
、
福
祉
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

連
携
を
強
化
し
、
包
括
的
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
、

行
政
と
地
域
全
体
が
力
を
合
わ
せ

て
支
援
が
必
要
な
方
を
き
め
細
か

く
支
え
て
い
け
る
よ
う
「
地
域
の

福
祉
力
」
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
実
施
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み
な
さ
ん
お
元
気
で

す
か
。
四
月
か
ら
新
し

い
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん

な
方
の
中
に
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ

る
習
慣
の
な
い
人
が
い
れ
ば
、
新

ス
タ
ー
ト
を
き
る
こ
の
機
会
に
朝

ご
は
ん
を
食
べ
る
習
慣
を
ぜ
ひ
と

も
身
に
着
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

小
国
町
で
も
町
民
の
約
三
割
の

人
が
朝
ご
は
ん
を
食
べ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。
全
国
的
に
も
、

最
近
の
夜
型
の
生
活
が
朝
寝
坊
を

生
み
、
朝
食
を
抜
く
人
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

子
ど
も
に
も
こ
の
傾
向
が
見
ら
れ

て
い
ま
す
。
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る

こ
と
は
、
血
中
の
ブ
ド
ウ
糖
を
上

昇
さ
せ
ま
す
。
こ
の
ブ
ド
ウ
糖
は

阿
部
吉
弘

小
国
町
立
病
院
院
長

朝
ご
は
ん
を

食
べ
ま
し
ょ
う

癒しの園癒しの園
健康考話健康考話

シリーズ 13

造
二
階
建
て
で
、
一
階
に
地
域
農

産
物
の
展
示
販
売
、
二
階
に
資
料

館
な
ど
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
へ
移
行

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、

町
の
「
公
の
施
設
」
の
管
理
に
あ

た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
管
理

委
託
制
度
」
か
ら
「
指
定
管
理
者

制
度
」
に
移
行
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
手
続
き
等
に
関
す
る
条

例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

三
月
定
例
議
会
が
、
三
月
十
日

か
ら
十
八
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
議
会
で
は
、
平
成
十

六
年
度
各
会
計
補
正
予
算
や
平
成

十
七
年
度
各
会
計
予
算
な
ど
二
十

九
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
に
除
雪
経
費
を
追
加

　

今
回
の
補
正
で
は
、
三
月
に

入
っ
て
か
ら
、
ま
と
ま
っ
た
降
雪

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
堆
積
し
た

雪
の
処
理
費
用
を
追
加
措
置
し
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
、
県
の
土
木
事

業
負
担
金
の
確
定
に
伴
う
追
加
や

公
債
費
の
将
来
負
担
の
適
正
化
の

た
め
、
起
債
の
繰
上
償
還
を
行
う

こ
と
と
し
た
ほ
か
、
決
算
見
込
み

に
基
づ
く
執
行
残
額
の
減
額
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
補
正
後
の
平
成
十

六
年
度
一
般
会
計
の
総
額
は
、
六

十
五
億
九
千
八
百
十
五
万
四
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

町
特
別
職
の

給
与
の
減
額
措
置
を
延
長

　

町
内
の
景
気
動
向
や
財
政
状
況

を
考
慮
し
て
、
平
成
十
四
年
四
月

か
ら
特
別
職
の
給
与
月
額
を
減
額

（
町
長
一
〇
％
、
助
役
五
％
、
教

育
長
三
％
）
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
減
額
措
置
を
更
に
一
年
間
延

長
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

選
挙
に
よ
る
農
業
委
員
の

定
数
を
二
名
削
減

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

二
月
臨
時
議
会

三
月
定
例
議
会

　

平
成
十
七
年
第
一
回
臨
時
議
会

が
、
二
月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
主
な
内
容
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

除
雪
経
費
に
三
千
五
百
六
十

五
万
一
千
円
を
追
加

　

昭
和
六
十
一
年
以
来
の
豪
雪
に

伴
い
、
道
路
関
係
の
除
雪
経
費
と

し
て
三
千
五
百
六
十
五
万
一
千
円

を
追
加
措
置
し
た
ほ
か
、
専
決
処

分
九
千
五
百
三
万
六
千
円
に
つ
い

て
議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

マ
タ
ギ
の
郷
交
流
館

設
置
条
例
を
制
定

　

マ
タ
ギ
の
郷
交
流
館
は
、
農
林

水
産
省
の
補
助
を
受
け
、
地
域
特

性
や
生
活
文
化
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
地
域
産
業
の
振
興
と
雇
用

促
進
を
図
る
た
め
小
玉
川
農
村
広

場
公
園
内
に
建
設
し
て
い
る
も
の

で
、
三
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。
木
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脳
の
唯
一
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
。

午
前
中
の
学
習
な
ど
に
よ
い
影
響

を
与
え
ま
す
し
、
低
血
糖
に
よ
る

イ
ラ
イ
ラ
を
防
止
し
集
中
力
を
高

め
ま
す
。
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
と

ブ
ド
ウ
糖
以
外
の
栄
養
素
も
血
液

中
に
増
え
て
身
体
が
ス
ム
ー
ズ
に

動
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
一
方
朝

ご
は
ん
を
ぬ
い
て
し
ま
う
と
次
の

食
事
の
と
き
に
、
空
腹
感
が
強
く

な
る
た
め
、
食
べ
過
ぎ
に
な
る
こ

と
が
多
く
、
肥
満
の
原
因
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
生
活
習
慣
病

の
予
防
に
は
食
事
、
運
動
が
重
要

で
あ
る
と
こ
と
は
、
皆
さ
ん
ご
存

知
の
と
お
り
で
す
。
朝
ご
は
ん
を

食
べ
る
こ
と
は
食
生
活
の
基
本
で

あ
り
、
運
動
能
力
の
低
下
を
防
ぎ

ま
す
。

　

睡
眠
状
態
か
ら
私
た
ち
を
活
動

的
に
す
る
の
は
強
い
光
と
朝
ご
は

ん
だ
そ
う
で
す
。
朝
ご
は
ん
は
一

日
の
生
活
の
リ
ズ
ム
を
作
る
た
め

に
も
重
要
で
す
。
早
寝
早
起
き
の

習
慣
が
身
に
つ
け
ば
、
き
っ
と
お

い
し
く
、
ゆ
っ
く
り
と
朝
ご
は
ん

を
食
べ
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

　

朝
ご
は
ん
を
き
ち
ん
と
食
べ
て
、

一
日
の
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
て
く
だ

さ
い
。

　平成１６年度の世相を表
わす字に「災」が選ばれ
ました。
　去る３月２０日には、福
岡県西方沖地震が発生し
ました。被災された多く
の皆様方にお見舞いを申
し上げます。
　報道によりますと、九
州北部地域は、これまで
に大きな地震が発生した
ことのない地震の空白地
帯であったということで
す。気象庁でも「想定外
の地域」として衝撃を受
けたとのことであります。
このことからも、大地震
は日本のあらゆる所で起
きるということを認識し
なければならないと思い
ます。これを教訓に、住
民の皆さんと行政が一体
となって災害対策に一層
取り組み、安全な町の実
現を目指してまいりたい
と思います。

小国町長  小野精一

町長室から町町長室か長室からら
の
一
部
改
正
な
ど
に
伴
い
、
選
挙

に
よ
る
委
員
定
数
を
現
行
の
十
四

名
か
ら
二
名
削
減
し
、
十
二
名
と

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

平
成
十
七
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い

る
農
業
委
員
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ

ま
す
。

町
営
バ
ス
の
路
線
・
経
路
を
変
更

　

町
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

「
循
環
線
」
に
つ
い
て
は
、
あ
け

ぼ
の
地
区
へ
乗
り
入
れ
す
る
こ
と

と
し
た
ほ
か
、
新
た
に
「
電
興
前
」

に
停
留
所
を
設
け
る
こ
と
と
し
、

町
中
心
部
に
お
い
て
も
自
由
乗
降

区
間
の
拡
大
を
図
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
南
部
線
」
に
つ
い
て
は
、

総
合
セ
ン
タ
ー
ま
で
乗
り
入
れ
を

す
る
こ
と
に
し
た
ほ
か
、
北
部
線

に
つ
い
て
は
、
毎
週
水
曜
日
の
み

「
り
ふ
れ
」
か
ら
樋
倉
、
徳
網
ま

で
路
線
を
延
長
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
加
え
て
、
白
沼
線
に
つ
い

て
は
終
点
を
延
長
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

マ
タ
ギ
の
郷
交
流
館
の
指
定

管
理
者
を
決
定

　
「
マ
タ
ギ
の
郷
交
流
館
」の
指
定

管
理
者
に
つ
い
て
、「
小
玉
川
地
区

自
然
教
育
圏
整
備
促
進
協
議
会
」

を
指
定
し
ま
し
た
。

税
務
出
納
課
を
新
設

　

簡
素
で
合
理
的
な
行
財
政
運
営

を
図
る
た
め
、
平
成
十
七
年
度
よ

り
税
務
課
に
出
納
室
を
編
入
し
、

「
税
務
出
納
課
」
の
組
織
体
制
を

敷
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

奨
学
資
金
対
象
者
を
拡
大

　

教
育
学
部
在
籍
者
に
限
定
し
て

い
た
奨
学
資
金
対
象
者
を
特
定
の

学
部
と
す
る
こ
と
な
く
拡
大
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

人　

事

　

目
黒
孝
雄
教
育
長
の
辞
職
に
伴

い
、
教
育
委
員
に
今
正
逸
氏
（
小

国
小
坂
町
）
を
任
命
す
る
こ
と
に

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
三
月
二
十
五
日
に
開
催

さ
れ
た
教
育
委
員
会
で
今
氏
が
教

育
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
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町
営
住
宅
等
の
入
居
者
募
集

■
町
営
住
宅

▼
幸
町
団
地　

―
１
―
１

４５

　
　
　
　
　

２
Ｋ　

１
戸

▽
対
象　

同
居
す
る
親
族
が
あ
り
、

住
宅
に
困
っ
て
い
る
か
た
で
、

平
成　

年
度
の
所
得
額
が
月
額

１６

二
十
万
円
以
下
の
か
た

■
勤
労
者
住
宅

▼
小
坂
町
１
号
棟
Ｂ
１
０
１

　
　
　
　
　

２
Ｋ　

１
戸

　
（
家
賃
三
万
三
千
円
）

▽
対
象　

小
国
町
で
働
い
て
い
る

か
た

■
募
集
期
間　

４
月
４
日
�

〜　

日
�　
　

１１

■
入
居
時
期　

５
月
上
旬

■
敷　
　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
申
込
・
問
合
先　

地
域
整
備
課
へ

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会 

受
講
者
募
集

■
日　

時

▼
乙
４
類　

５
月　

日
�
、　

２５

２６

日
�
（
２
日
間
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

▼
丙　

種　

５
月　

日
�

２６

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
場　

所　

高
畠
町
生
涯
学
習
館

■
申
込
期
限　

５
月　

日
�

１７

■
問
合
先　

西
置
賜
危
険
物
安
全

協
会
事
務
局
（
消
防
本
部
予
防

課
内
�　

―
１
７
９
７
）
へ

８８

平
成　

年
歌
会
始
詠
進
歌
募
集

１８

■
お
題　
「
笑
み
」

　
「
笑
」の
文
字
が
詠
み
込
ま
れ
た

も
の

■
詠
進
要
領

　

▼
短
歌
は
一
人
一
首
と
し
、
自

作
で
未
発
表
の
も
の

▼
用
紙
は
習
字
用
の
半
紙
を
横

長
に
使
用
し
、
毛
筆
で
書
い

て
く
だ
さ
い
。

▼
書
き
方
は
、
書
式
図
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
限　

９
月　

日
�

３０

■
問
合
先　

宮
内
庁
式
部
職
あ
て

に
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を

書
き
、
返
信
用
切
手
を
貼
っ
た

封
筒
を
添
え
て
、
９
月　

日
�

２０

ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
郵
送
先

　

〒
１
０
０
―
８
１
１
１
宮
内
庁

平
成　

年
度
国
家
公
務
員
募
集

１７

■
Ⅰ
種
試
験

　

▼
対　

象　

大
学
卒
業
程
度
ま

た
は
平
成　

年
３
月
ま
で
に

１８

卒
業
見
込
の
か
た

　

▼
受　

付　

４
月
１
日
�

〜
８
日
�　
　

　

▼
試
験
日　

５
月
１
日
�

■
Ⅱ
種
試
験

　

▼
対　

象　

大
学
卒
業
程
度
ま

た
は
平
成　

年
３
月
ま
で
に

１８

卒
業
見
込
の
か
た

　

▼
受　

付　

４
月　

日
�

１３
〜　

日
�　
　

２２

　

▼
試
験
日　

６
月　

日
�

１９

■
申
込
方
法　

受
験
案
内
や
申
込

用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
電

話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

人
事
院
東
北

事
務
局
第
二
課
試
験
係
（
�
０

２
２
―
２
２
１
―
２
０
２
２
）

へ平
成　

年
度
仙
台
国
税
局

１７

税
務
職
員
募
集

■
受
験
資
格

　

▼
昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら
昭

５３

和　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生

５９
ま
れ
た
か
た

　

▼
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に

５９

生
ま
れ
た
か
た
で
、
大
学
卒

業
程
度
ま
た
は
平
成　

年
３

１８

書　式　図 

お
題 

「
笑
み
」 

、
、
、
、
、
、 

、
、
、
、
、
、 

〒 

住
　
　
所 

電
話
番
号 氏

　
　
名 

生
年
月
日 

職
　
　
業 

ふ
り
が
な

 

（
山
折
り
） 
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■日　時　５月１日�～５日�  ９：００～１８：００
※４日�１８：００～２０：００の２時間は、町民の
かたを対象に無料開放します。
■場　所　道の駅「白い森おぐに」特設会場
■入場料　３００円（高校生以下は無料です）

■問合先　おぐに石楠花まつり実行委員会事
務局（産業振興課内�６２－２１１１）へ

■日　時　５月４日�  １０：００～

■場　所　国民宿舎飯豊 梅花皮 荘前広場
カイラギ

■内　容　神事、熊狩り模擬実演、特産品販
売など

　
　

■問合先　小国町観光協会（�６２－２１１１）へ

おぐにおぐに

石楠花まつり石楠花ま石楠花まつりつり

熊熊ままつつりり熊まつり熊まつり



おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーーお 知 ら せお 知 ら せ　 コ ー ナ ー

小国町役場　�０２３８－６２－２１１１　ＦＡＸ０２３８－６２－５４６４
小国町健康管理センター（健康福祉課） �６１－１０００　　子育て支援センター �６２－２３３０

月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
か
た

■
受
付
期
間

　

４
月
１
日
�
〜　

日
�

１５

■
申
込
書
の
請
求

　

申
込
書
は
長
井
税
務
署
（
�　
８４

―
１
８
１
０
）

■
問
合
先　

仙
台
国
税
局
人
事
第

二
課
（
�
０
２
２
―
２
６
３
―

１
１
１
１
）
へ

第　

回
歩
こ
う
会

４３

■
日　

時　

５
月　

日
�

１５

■
コ
ー
ス　

新
緑
の
沖
庭
山
と
水

芭
蕉
の
群
生
地

　

小
渡
〜
沖
庭
山
〜
赤
芝

■
参
加
費　

大
人
二
千
円
、
子
ど

も
千
円
（
保
険
料
、
写
真
代
等
）

■
申
込
期
限　

４
月　

日
�

２８

■
申
込
・
問
合
先　

健
康
福
祉
課

へ教
材
や
機
材
の
貸
し
出
し

　

学
校
の
総
合
学
習
、
子
ど
も
会

行
事
、
公
民
館
行
事
な
ど
に
、　
１６

ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
、
ビ
デ
オ
、
映
写

機
、
ス
ラ
イ
ド
な
ど
の
教
材
や
機

材
を
貸
し
出
し
ま
す
。
長
期
間
の

借
用
も
で
き
ま
す
の
で
、
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

■
対　

象　

西
置
賜
管
内
の
教
育

機
関
・
団
体
、
企
業
な
ど

■
貸
出
期
間　

月
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　
　
（
１
週
間
）

■
貸
出
料　

無
料

■
申
込
・
問
合
先　

西
置
賜
地
区

視
聴
覚
教
育
協
議
会
（
�　

―
８８

５
６
６
１
）
へ

ト
ネ
リ
コ
の
苗
木
配
布

　

チ
ョ
ウ
セ
ン
ア
カ
シ
ジ
ミ
を
保

護
す
る
た
め
、
食
樹
で
あ
る
ト
ネ

リ
コ
の
苗
木
を
無
料
で
配
布
し
ま

す
。

■
日　

時　

４
月　

日（
祝
日
・
金
）

２９

　

午
前
８
時　

分
〜
９
時　

分

３０

３０

■
場　

所　

総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

１
階
入
口
前

■
問
合
先　

教
育
委
員
会
事
務
局

今月の町長と語る日は４月２８日�です。
お気軽においでください。

へ放
送
大
学
の
受
信
開
始

　

総
合
セ
ン
タ
ー
１
階
食
堂
ス
ペ

ー
ス
と
役
場
ロ
ビ
ー
に
あ
る
テ
レ

ビ
を
使
っ
て
、「
放
送
大
学
」
の
受

信
を
開
始
し
ま
し
た
の
で
、
大
学

の
講
義
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

教
養
学
部
と
大
学
院
の
単
位
も

取
る
こ
と
が
で
き
る「
放
送
大
学
」

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

教
育
委
員
会
事
務
局
へ

「
ぶ
な
の
森
」
第
９
号
発
売

　

町
の
文
化
団
体
で
組
織
す
る
小

国
町
文
化
協
会
の
会
報
誌
「
ぶ
な

の
森
」
第
９
号
を
発
売
し
ま
す
。

文
化
活
動
な
ど
に
つ
い
て
綴
ら
れ

た
文
集
で
す
。
ぜ
ひ
ご
購
読
く
だ

さ
い
。

■
代　

金　

１
部
三
百
円

　
（
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
発
売
し

て
い
ま
す
）

■
問
合
先　

小
国
町
文
化
協
会
事

務
局（
教
育
委
員
会
事
務
局
内
）

不
動
産
競
売

■
物　

件　

米
沢
市
ほ
か
の
市
町

村
の
宅
地
な
ど
約　

件
３０

■
物
件
閲
覧
期
間

▼
非
農
地
物
件

　
　

４
月　

日
�
ま
で

１４

▼
農
地
物
件

　
　

５
月　

日
�
ま
で

１９

■
入
札
期
間

▼
非
農
地
物
件

　

４
月
７
日
�
〜　

日
�

１４

　

午
後
５
時
ま
で

　

▼
農
地
物
件

　

５
月　

日
�
〜　

日
�

１２

１９

　

午
後
５
時
ま
で

■
物
件
閲
覧
・
入
札
場
所

　

山
形
地
方
裁
判
所
米
沢
支
部

■
開
札
日
時

　

▼
非
農
地
物
件

　

４
月　

日
� 
午
前　

時

２１

１０

　

▼
農
地
物
件

　

５
月　

日
� 
午
前　

時

２６

１０

■
問
合
先　

山
形
地
方
裁
判
所
米

沢
支
部
（
�
０
２
３
８
―　

―
２２

２
１
６
５
）
へ

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
てててててててててててててててててててて
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららら
か
ら

▽『
あ
そ
び
の
広
場
』

■
日　

程　

４
月　

日
�
、
４
月

１９

　

日
� 
子
育
て
講
座
（
身
体
計

２６測
と
相
談
）、
５
月　

日
�

１０

■
時　

間　
　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

▽『
な
か
よ
し
広
場
』

■
日
程
と
場
所

▼
４
月　

日
�

２１

　

総
合
セ
ン
タ
ー
交
流
室

▼
４
月　

日
�
、
５
月　

日
�

２８

１２

　

お
ぐ
に
保
育
園

＊＊＊新刊図書＊＊＊
◆グランド・フィナーレ 阿部　和重
◆なんくるない よしもとばなな
◆剣客春秋　濡れぎぬ 鳥羽　　亮
◆日暮らし　上・下 宮部みゆき
◆天国の階段 金重明　編訳
◆みんなのなやみ 重松　　清
◆ケネディ家の呪い エドワード・クライン
◆ダレン・シャン １２　運命の息子

ダレン・シャン
◆ディズニー名作コレクション
◆小学生のためのデジタルカメラ
 斉藤　洋一
※ほか多数入荷しました。

４月休館日

年金相談

○日　程　４月２０日�
○受　付　１０：３０～１４：３０
○場　所　役場町民相談室
○内　容　年金に関すること
○問合先　町民課へ

４月６日（水）、２９日（祝日・金）

総合センター図書室から総合センター図書室から

開館時間　午前９時30分～午後６時



お知らせコーナーお知らせコーナー

就業時間年 齢職       種求人数事  業  所  名

８：００～１７：００１８～５５土木施工管理技士、土木作業員、事務員５人山 和 建 設 ㈱

８：００～１７：００不問土木作業員１人安 部 工 業 ㈱

８：００～１７：００不問土木施工管理技士１人㈱ 船 山 工 務 店

８：００～１７：００不問ダンプ運転士、事務員５人大 河 内 産 業 ㈲

８：００～１７：００２５～５５土木技術員２人遠 藤 建 設 ㈱

８：００～１７：００１８～５０土木施工管理技士、重機オペレーター４人㈱ 横 川 建 設

８：００～１７：００１８～３５電気工事３人猪 野 電 気 工 事 ㈱

８：００～１７：００１８～４５電気工事２人ハ イ コ ー ㈱

８：００～１８：００１８～６０大工４人小 林 建 築

８：００～１６：４５ほか２０～４０給油業務員１人㈱ジェイエイサービスおきたま

８：３０～１７：１０～３５設備管理１人東芝セラミックス㈱小国サイト

９：００～１７：４５２０～５０機械設計３人㈱アプロ仙台営業所

９：００～１７：４５不問機械設計１人㈱インタープロジェクト仙台営業所

８：３０～１７：３０２０～４０自動車販売１人Ｋ－ＰＲＯＤＵＣＴＳ

９：１０～１６：５０２５～５５保険営業５人朝日生命保険相互会社長井営業所

９：００～１７：００２５～５０保険営業５人第一生命保険相互会社坂町支部

９：００～１８：００ほか１８～５０フロント業務４人お ぐ に 白 い 森 ㈱

８：００～１７：３０ほか１８～４０ホールスタッフ１人㈲コンズカンパニー第一ホール小国店

８：００～１７：３０～４０建築資材の販売、配達１人㈱鶴岡屋小国営業所

８：００～１７：００ほか不問山菜類販売、造林作業３人小 国 町 森 林 組 合

８：４５～１８：００不問店員２人㈲ 蔵 王 ス ト ア ー

８：００～１７：００１８～４５麺製造２人㈱ 小 国 製 麺

８：００～１７：３０ほか２０～４５精肉加工員、店員２人㈱ 肉 の 白 萩 屋

８：００～１７：００１８～４０農産物加工１人㈲新股、河原角農畜産物加工施設

８：００～１７：００不問農作業全般１０人㈲ 東 部 開 発

９：１５～１８：００ほか不問調理補助１人小 国 町 町 立 病 院

９：００～１６：００ほか不問薬剤師１人㈲ 白 い 森 調 剤 薬 局

　左の表は、３月１５日現在の新規求人の
内容です。無効になっている場合もありま
すのでご了承ください。このほかの求人
情報は、ハローワーク長井（�８４―８６０９）へ

求人情報求人情報求人情報

▽『
子
ど
も
愛
ラ
ン
ド
』　

■
日　

時　

４
月　

日
�

２３

■
時　

間　

９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１２

３０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
内　

容　

親
子
で
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

※
詳
し
い
こ
と
は
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー（
�　

―
２
３
３
０
）

６２

へ
○
毎
週
水
曜
日
に
往
復
２
便
、
徳

網
ま
で
延
伸
し
ま
し
た
。
そ
れ

に
伴
い
、
樋
倉
、
徳
網
の
バ
ス

停
留
所
を
新
設
し
ま
し
た
。

○
南
部
線
は
病
院
前
発
着
の
便
が

セ
ン
タ
ー
前
、
中
学
校
前
を
経

由
し
ま
す
。

○
電
興
前
（
西
循
環
線
、
電
興
理

容
所
前
）、
あ
け
ぼ
の
（
東
循
環

線
、
岩
井
沢
踏
切
東
側
Ｔ
字
路

付
近
）
の
停
留
所
を
新
設
し
ま

す
。

○
東
循
環
線
の
経
由
地
が
変
更
に

な
り
ま
す
。

▼
現　

在　

ア
ス
モ
↓
小
国
駅

↓
病
院
前

▼
変
更
後　

ア
ス
モ
↓
高
校
前

↓
温
泉
口
↓
あ
け
ぼ
の
↓
病

院
前

○
自
由
乗
降
区
間
が
大
幅
に
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。

■
問
合
先　

町
民
課
へ

４月１日４月１日～～
町営バス町営バス

自由乗降区間路線名
病院前⇔小国駅／小渡⇔徳網北部線
病院前⇔小国駅／小渡⇔金目金目線
病院前⇔小国駅／落合⇔飯豊山荘南部線
病院前⇔小国駅／落合⇔樽口足中線
病院前⇔小国駅／中学校前⇔町原／伊佐領⇔上大石沢／土尾⇔河原角東部線
病院前⇔小国駅／中学校前⇔町原／伊佐領⇔白子沢白沼線
病院前⇔小国駅／中学校前⇔上大滝大滝線
病院前⇔小国駅／電興前⇔二本柳／幸町一部区域西循環
病院前⇔小国駅／町原⇔中学校前／あけぼの⇔病院前東循環

ダ
イ
ヤ
路
線

ダ
イ
ヤ
路
線

変
更
変
更
に
な
り
ま
す

に
な
り
ま
す

■日　時　５月１２日�  １２：３０～１６：３０
■場　所　グランドホクヨウ米沢
　　　　　（米沢市）
■対　象　大学、短大、高専、専修学校

を来春卒業予定のかた
■申込・問合先　ハローワーク米沢（�

０２３８－２２―８１５５）へ

　雇用相談員が、雇用や労働についての
相談を受けています。また、インターネッ
トで県内外の求人情報も検索できます。
　気軽に相談してください。
■相談日時　月～金曜日  ８：３０～１７：００
　　　　　　（年末年始、国民の休日を除く）
■場　　所　役場２階
■問 合 先　産業振興課へ

「2006
　やまがた学生就

職ガイダンス」

小国町雇用相談室より

訂正とお詫び
町営バス時刻表に一部誤りがありました。
①金目線　６：４７病院発、７：１７金目発（記事欄）
　　　　　○水土日祝運休　○土日祝運休
②南部線　１４：４０病院前発、９：２０飯豊梅花皮荘発
　　　　　（六斗沢停留所到着時刻記載欄）
　　　　　○除雪期間以外往路下道回
　　　　　○７／１～８／３１のみ往路下道回
③東部線　記事欄　
　　　　　○日火金運休　○日祝運休

問合先　町民課へ

正 誤

正

誤

ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp
総合センター（教育委員会事務局） �６２－２１４１　  町民体育館 �６２－５４２１　  町立病院 �６１－１１１１　  老人保健施設 �６１－１２００
癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm

正 誤
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小国町役場　�０２３８－６２－２１１１　ＦＡＸ０２３８－６２－５４６４
小国町健康管理センター（健康福祉課） �６１－１０００　　子育て支援センター �６２－２３３０

場　　所対　　象受 付 時 間乳 幼 児 健 診月　日

健康管理センター
※持ち物
母子健康手帳、問診票
（４カ月児、１歳児健
康診査は除く）

１６年６～１２月生まれ１３：００～１３：３０ポリオ予防接種５/１８

１４年９～１１月生まれ１３：００～１３：１５２歳児歯科健康診査５/２５

１７年１月、１６年５月
生まれ

１３：００～１３：１５
４カ月児・１歳児健康
診査

５/２７

保健カレンダー

■問合先　健康福祉課へ

　

７
月
よ
り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
子
育

て
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
か
た
（
利
用
会
員
）
と
子

育
て
の
手
伝
い
を
し
た
い
か
た
（
協
力
会
員
）
が

会
員
に
な
っ
て
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
の
相
互

援
助
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

利
用
会
員
お
よ
び
協
力
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

子
育
て
に
協
力
で
き
る
か
た
、
ほ
ん
の
少
し
手
を

借
り
た
い
か
た
は
、
会
員
に
登
録
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
募
集
会
員

○
利
用
会
員　

町
内
在
住
で
、
小
学
校
低
学
年

以
下
の
子
ど
も
の
い
る
保
護
者
の
か
た

○
協
力
会
員　

町
内
在
住
の
か
た
な
ら
ど
な
た

で
も
会
員
に
登
録
で
き
ま
す
。

■
利
用
内
容

○
残
業
で
、
保
育
園
に
迎
え
に
行
け
な
い
場
合

○
兄
弟
を
預
け
て
、
学
校
行
事
に
参
加
し
た
い

場
合

○
病
院
や
歯
医
者
な
ど
に
行
き
た
い
場
合

○
学
校
の
放
課
後
、
子
ど
も
（
１
〜
３
年
生
）

を
一
時
的
に
預
か
っ
て
ほ
し
い
場
合

○
そ
の
他
、
臨
時
的
、
突
発
的
な
場
合

■
利
用
料
金
の
支
払
い

活
動
終
了
後
に
利
用
会
員
が
協
力
会
員
に
支
払

い
ま
す
。

■
そ
の
他　

入
会
金
、
会
費
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
補

償
保
険
に
一
括
加
入
し
ま
す
）

■
申
込
・
問
合
先　

健
康
福
祉
課
へ

特別児童扶養手当児童扶養手当小国町母子家庭等修学費手当名

重度から中度の障害を持った
児童を在宅で育てているかた

●母子家庭で児童を育ててい
るかた

●父母ともにいない場合は、
親に代わって児童を育てて
いるかた

●母子家庭または父子家庭で
児童を育てているかた

●父母ともにいない場合は、
親に代わって児童を育てて
いるかた

対 象 者

１級障害　月額　５０,９００円
２級障害　月額　３３,９００円

月額９,８８０円～４１,８８０円
児童２人目は５,０００円、３人目
以降１人増すごとに３,０００円
が加算されます。
※所得に応じて手当月額は変
わります。

対象児童１人につき
月額　２,０００円

手 当 額

所得制限があります。
一定所得以上のかたには支給
されません。

所得制限があります。
一定所得以上のかたには支給
されません。

所得制限があります。
一定所得以上のかたには支給
されません。

所得制限

児童が２０歳になるまで支給さ
れます。
※２０歳以上のかたには特別障
害者手当が支給されます。

児童が１８歳になる年度末まで
支給されます。

児童が小学校、中学校、高等
学校のいずれかに在学してい
ることが条件で、児童が在学
中の期間のみ支給されます。

支給期間

毎年１回、家庭状況などの確
認のため現況届を提出してい
ただきます。

毎年１回、家庭状況などの確認
のため現況届を提出していただ
きます。
遺族年金等の年金を受給されて
いるかたは対象となりません。

毎年１回、家庭状況などの確
認のため現況届を提出してい
ただきます。

そ の 他

■問合先　健康福祉課へ

７月
より

 『
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
』
開
始

会
員
を
募
集
し
ま
す



�

�

�

�

������������

������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

お知らせコーナーお知らせコーナー

持参するものこんなときには届け出を

印かん、転出証明書他の市町村から転入したとき
加
入
す
る
と
き

印かん、職場の健康保険をやめた証明書職場の健康保険などをやめたとき

印かん、保護廃止決定通知書生活保護を受けなくなったとき

印かん、母子健康手帳、保険証子どもが生まれたとき

外国人登録証明書外国籍のかたが加入するとき

印かん、保険証他の市町村へ転出したとき
脱
退
す
る
と
き

印かん、国保と職場の健康保険の保険証職場の健康保険などに加入したとき

印かん、保険証、保護開始決定通知書生活保護を受けるようになったとき

印かん、保険証、死亡を証明するもの死亡したとき

保険証、外国人登録証明書外国籍のかたが脱退するとき

印かん、年金証書、保険証退職者医療制度に該当したとき

そ
の
他

印かん、保険証退職者医療制度に該当しなくなったとき

印かん、保険証住所、世帯主、氏名などが変わったとき

印かん、保険証、身分を証明するもの保険証をなくしたり、汚れて使えなくなったとき

印かん、保険証、在学証明書修学のため、子どもが他の市町村に住むとき

印かん、保険証長期出張などで別個の保険証が必要なとき

　国民健康保険は、私たちが普段からお金（保険税）を出し合い、いざというときの病気やけがに備
える助け合いの制度です。
　国民健康保険に加入するのは、自営業、農業などのかた、アルバイトなどで職場の健康保険に加入
していないかた、退職して職場の健康保険をやめたかたです。
　次のような場合には、１４日以内に必ず届け出をしてください。

■問合先　町民課へ

　これまで２０歳代のかたで所得が低くても、同居の親に所得が
あると保険料が免除されない場合が多くありました。新制度は、
２０歳代の本人と配偶者の所得が一定以下の場合は、申請により
保険料の納付を後払いにできます。

■問合先　町民課へ

　平成１７年度固定資産税課税台帳
の閲覧と、土地家屋価格等縦覧帳
簿の縦覧を行います。
　この機会に所有する資産等を確
認してください。

■縦覧期間　

　４月１日�～５月３１日�
　（土・日曜日、祝・祭日を除く）
■時　　間　

　午前８時３０分～午後５時
■場　　所　税務出納課
■問 合 先　税務出納課へ

固定資産税課税台帳の閲覧
土地家屋価格等縦覧帳簿の縦覧

所得の低い若者のために
２０歳代のかたの

国民年金保険料納付猶予制度

国民健康保険の届け出も忘れずに国民健康保険の届け出も忘れずに －転入や転出が多くなります－ 
国民
健康保険

からのお知らせ国民
健康保険

からのお知らせ

平成１７年４月から新制度

本人と配偶者の 
所得によって保険料を 
後払いにできる 

所得の高い親と 
同居しているか 
ら免除が認めら 
れない 

〔これまで〕 〔新制度〕 

○２０歳代のかたの保険料納付猶予制度の承認を受けた期間
は、障害基礎年金や遺族基礎年金が保障されます。

○対象となる所得のめやすは、単身の場合５７万円（収入ベー
スで１２２万円）です。

ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp
総合センター（教育委員会事務局） �６２－２１４１　  町民体育館 �６２－５４２１　  町立病院 �６１－１１１１　  老人保健施設 �６１－１２００
癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm



お知らせコーナーお知らせコーナー

小国町役場　�０２３８－６２－２１１１　ＦＡＸ０２３８－６２－５４６４
小国町健康管理センター（健康福祉課） �６１－１０００　　子育て支援センター �６２－２３３０

　犬を飼う場合、飼い主のかたは、愛犬に予防注射を受け
させる義務があります。
　平成１７年度の狂犬病予防注射を４月に行いますので、最
寄りの実施場所で予防注射を受けてください。
■持参するもの
　鑑札、狂犬病予防注射の通知はがき（はがきは後日発
送します。なお、未登録のかたへは通知されません。

■犬の登録について
　犬を飼う場合は、町への登録が必要です。まだ登録し
ていないかたは、予防注射の際に手続きをしてください。

　山菜と有毒植物の誤認採取などに
よる食中毒は、命にも関わります。
山菜を採取する際は、次のことに注
意しましょう。
○山菜を採取する場合は、確実に
知っているものだけを採取しま
しょう。
○部分的な特徴だけでなく、その植
物全体の特徴を確認しましょう。
○採取の際および調理前に、知らな
い植物や、不安を感じる植物が混
じっていないか十分注意しましょ
う。

■相 談 日
　４月２０日　５月１８日　６月１５日
　７月２１日　８月１７日　９月２２日
　１０月１９日　１１月１６日　１２月２１日
　１月１８日　２月１５日　３月１５日

■受付時間　１０：３０～１４：３０
　　　　　　（１０：４５～相談開始）
■場　　所　役場町民相談室
■内　　容　年金に関すること
■問 合 先　町民課へ

平成１７年度 狂犬病予防注射

場　　　所時　　間月日

沼沢除雪センター前９：３０～９：３５

４
月　

日
�

１２

白子沢警鐘台前９：４０～１０：００
ＪＲ沼沢駅前１０：０５～１０：３０
叶水基幹集落センター前１０：５０～１１：１０
伊佐領会館前１１：２５～１１：５０
種沢農村公園１３：００～１３：２０
ふれあいの家駐車場１３：３０～１４：２０
小国町役場東側駐車場１４：３０～１５：３０
沖庭小学校前９：５０～１０：２０

４
月　

日
�

１３

むつみ会館前１０：２５～１０：３５
長沢公民館前１０：５０～１１：００
五味沢活性化センター前１１：１０～１１：３０
小玉川保育園（保健福祉館）前１３：２０～１３：３０
玉川中里公民館前１３：３５～１３：４５
玉川高齢者コミュニティセンター前１４：００～１４：１５
足野水きのこ園管理所前１４：２５～１４：３５
宮の森会館前１５：００～１５：３０

※
賠
償
責
任
保
険
（
補
償
限
度
額
）、
共
済
見
舞
金
に
つ
い
て
は

問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

傷　害　保　険　
掛　金
（１人年額）

対象となる
事故の範囲

加入
区分

対　　　象団
体 通　院

（１日につき）
入　院

（１日につき）
後遺障害
（最　高）

死　亡

１,５００円４,０００円３,０００万円２,０００万円５００円
団体活動中と
その往復中

Ａ
・中学生以下の子ども
・スポーツ活動を行わない大人子

ど
も
の
団
体

２,０００円５,０００円３,１５０万円２,１００万円
１,０５０円

団体活動中と
その往復中ＡＷ・中学生以下の子ども

５００円１,０００円１５０万円１００万円上記以外
１,０００円２,５００円１,５００万円１,０００万円１,０００円団体活動中と

その往復中
ＡＣ・子どもと一緒にスポーツ活動を行う大人

　（指導者） １,５００円４,０００円３,０００万円２,０００万円１,５００円Ｃ

１,５００円４,０００円３,０００万円２,０００万円５００円

団体活動中と
その往復中

Ａ
・大人の文化活動、ボランティア活動、地域活動
（スポーツの指導、審判、ダンス、踊り等を除く）

大
人
の
団
体

１,０００円１,８００円９００万円６００万円８００円Ｂ・老人クラブなど（６０歳以上）

１,５００円４,０００円３,０００万円２,０００万円１,５００円Ｃ
・大人のスポーツ活動（野外活動、身体運動
を含む）

１,０００円１,８００円７５０万円５００万円９,０００円Ｄ
・危険度の高いスポーツ活動（アメリカンフット
ボール、山岳登はんなど）

■対　　象　５名以上の団体で加入してください。
■保険期間　平成１７年４月１日午前０時～平成１８年

３月３１日午後１２時まで

■申込・問合先　（財）スポーツ安全協会山形県支部（山形県体育協会内�０２３－６４２－８３２１）へ

■問合先　町民課へ

年金相談年金相談年金相談

－スポーツ・文化・ボランティア活動などに最適です－

スポーツ安全保険

有毒な山野草に注意しましょう
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対　象　地　区場　　所受付時間月　日

沼沢一・ニ、白子沢、間瀬、明沢、桜沢白沼小中学校７：４５～９：３０５月１６日�

足野水、市野沢、百子沢、足水中里、樽口、滝倉足中克雪センター７：４５～９：３０５月２０日�

松岡、黒沢、種沢、大滝、町原、田沢頭、西、増岡隣組５～９組健康管理センター７：１０～９：３０６月７日�

駅前一・二、地蔵町、緑町一・二、東原健康管理センター７：１０～９：３０６月８日�

河原角、新股、上叶水、下叶水、上大石沢、下大石沢叶水基幹集落センター７：４５～９：３０６月２４日�

増岡隣組１～４組、大宮、宮の台宮の森会館７：４５～９：３０７月２１日�

伊佐領、綱木箱口伊佐領小学校７：４５～９：３０８月１日�

舟渡、尻無沢、今市、栃倉沖庭小学校７：４５～９：３０８月２日�

小渡、舘、若山、古田、金目沖庭小学校７：４５～９：３０８月３日�

小玉川、長者原、泉岡小玉川小中学校７：４５～９：３０８月８日�

幸町一・二、栄町一・二、小国町一・二健康管理センター７：１０～９：３０８月３０日�

坂町一・二・三・五、本町一・二・三健康管理センター７：１０～９：３０８月３１日�

玉川、玉川新田、片貝、中田山崎、玉川中里玉川高齢者コミュニティーセンター７：４５～９：３０９月１３日�

越長、六ヶ字越中里活性化センター７：４５～９：３０９月２１日�

三ヶ字、五味沢、石滝、樋倉徳網五味沢活性化センター７：４５～９：３０９月２２日�

岩井沢一・二、上岩井沢、北、旭町健康管理センター７：１０～９：３０１０月１１日�

兵庫舘一・二、平林、あけぼの、若竹寮、小芦健康管理センター７：１０～９：３０１０月１２日�

１歳児対象者４カ月児対象者月　日

H１６年４月生まれ４月２２日�

５月生まれH１７年１月生まれ５月２７日�

６月生まれ２月生まれ６月２４日�

７月生まれ３月生まれ７月２２日�

８月生まれ４月生まれ８月２６日�

９月生まれ５月生まれ９月３０日�

１０月生まれ６月生まれ１０月２１日�

１１月生まれ７月生まれ１１月２５日�

１２月生まれ８月生まれ１２月１６日�

H１７年１月生まれ９月生まれ１月２７日�

２月生まれ１０月生まれ２月２４日�

３月生まれ１１月生まれ３月２４日�

対　象　者月　日

平成１５年１０月、１１月、１２月生まれ６月１７日�

平成１６年１月、２月、３月生まれ９月１６日�

平成１６年４月、５月、６月生まれ１２月９日�

平成１６年７月、８月、９月生まれ３月１７日�

対　象　者月　日

平成１３年８月、９月、１０月生まれ４月１５日�

平成１３年１１月、１２月、平成１４年１月生まれ７月１５日�

平成１４年２月、３月、４月生まれ１０月１４日�

平成１４年５月、６月、７月生まれ１月１３日�

○問診票等は、すでにいただいている申し込みに基づいて、検診日の約半月前に個人通知
します。
○基本健康診査、胃がん検診、大腸がん検診、肺がん検診、結核検診を同一日に実施します。

※健康診査の場所は、健康管理センターです。

■３歳児健康診査
●受付時間　１２：３０～１３：００

■１歳６カ月児健康診査
●受付時間　１２：３０～１３：００

■４カ月児、１歳児健康診査
●受付時間　１３：００～１３：１５

対　象　者月　日

平成１４年９月、１０月、１１月生まれ５月２５日�

平成１４年１２月、平成１５年１月、２月生まれ８月２４日�

平成１５年３月、４月、５月生まれ１１月３０日�

平成１５年６月、７月、８月生まれ２月２２日�

■２歳児歯科健康診査
●受付時間　１３：００～１３：１５

総 合 検 診

乳幼児健診

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度ののののののののののののののののののののののののの各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程ががががががががががががががががががががががががが決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決まままままままままままままままままままままままままりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp
総合センター（教育委員会事務局） �６２－２１４１　  町民体育館 �６２－５４２１　  町立病院 �６１－１１１１　  老人保健施設 �６１－１２００
癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm
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小国町役場　�０２３８－６２－２１１１　ＦＡＸ０２３８－６２－５４６４
小国町健康管理センター（健康福祉課） �６１－１０００　　子育て支援センター �６２－２３３０

予　定　地　区月

白子沢、沼沢一・二、間瀬、足野水、市野沢、百子沢、足水
中里、樽口、河原角、新股、上叶水、下叶水、上大石沢、下
大石沢、種沢

５月

町原、大滝、松岡、田沢頭、西、増岡、駅前一・二、緑町
一・二、地蔵町、東原、大宮、宮の台、伊佐領、箱の口、小
玉川、長者原、泉岡、舟渡、尻無沢、今市、小渡

６月

舘、古田、小国町一・二、栄町一・二、幸町一・二、越長、
六ヶ字、玉川、玉川新田、片貝、中田山崎、玉川中里、坂町
一・二・三・五、本町一・二・三

７月

三ヶ字、五味沢、石滝、岩井沢一・二８月

旭町、北、上岩井沢、兵庫舘一・二、平林、あけぼの、小芦９月

予　定　地　区月　日

白子沢、沼沢一・二、間瀬、足野水、市野沢、百子沢、
足水中里、樽口、田沢頭、西、増岡、河原角、新股、上
叶水、下叶水、上大石沢、下大石沢、大滝

５月２３日
�

種沢、松岡、町原、駅前一・二、地蔵町、緑町一・二、
東原、大宮、宮の台

６月２日
�

伊佐領、箱の口、小玉川、長者原、泉岡、舟渡、尻無沢、
今市、小渡、舘、古田、幸町一・二

７月２５日
�

栄町一・二、小国町一・二、越長、六ヶ字、三ヶ字、五
味沢、石滝、坂町一・二・三・五

８月２５日
�

本町一・二・三、玉川、玉川新田、片貝、中田山崎、玉
川中里、岩井沢一・二、平林、あけぼの、小芦、上岩井
沢、北、旭町、兵庫舘一・二

９月８日
�

予　定　地　区月　日

白子沢、沼沢一・二、間瀬、伊佐領、箱の口、河原角、
新股、上叶水、下叶水、上大石沢、下大石沢、大滝、種
沢、松岡、駅前一・二、地蔵町、町原、東原

６月１３日
�

田沢頭、西、増岡、足野水、市野沢、百子沢、足水中里、
樽口、緑町一・二、小国町一・二、栄町一・二、小玉川、
長者原、泉岡、大宮、宮の台、小渡、舘、古田、尻無沢

７月４日
�

舟度、今市、坂町一・二・三・五、本町一・二・三、幸
町一・二、玉川、玉川新田、片貝、中田山崎、玉川中里

９月１日
�

兵庫舘一・二、岩井沢一・二、平林、旭町、北、上岩井
沢、越長、六ヶ字、三ヶ字、五味沢、石滝、あけぼの、
小芦

１０月６日
�

対　象　者月　日

H１６年６月１日～１２月
３１日生まれの子ども

５月１８日�

６月２９日�

H１７年１月１日～５月
３１日生まれの子ども

９月７日�

１０月２６日�

【町立病院での検診を希望されたかた】

子宮がん検診

●受付時間　１１：５0～１２：００
●受付場所　健康管理センター

●受付時間　１３：００～１３：３０
※検診車での実施です。

●受付時間　１３：００～１３：１５

【南陽検診センターでの検診を希望されたかた】

集団予防接種

■ポリオ
●受付時間　１３：００～１３：３０
●場　　所　健康管理センター

平成17年度 
小国町スポーツ少年団入団式 
小国町体育協会５０周年記念事業小国町体育協会５０周年記念事業

平成17年度 
小国町スポーツ少年団入団式 
　小国町体育協会が創立５０周年を迎
えます。
　入団式ではオープニングイベント
として、町民のかたの参加によるレ
クリエーションを行います。ぜひ参
加してください。
■日　時　４月１６日�
　　　　　午後１時３０分～
■場　所　町民体育館
■対　象　スポーツ少年団員および

保護者のかた、一般の町
民のかた

※スポーツ少年団への入団には、事
前の申込みが必要です。
■持ち物　内履き
■問合先　町民体育館へ

　３月２０日に発生した福岡県西方沖
地震の災害義援金の受け付けを次の
とおり行っていますので、皆さまの
協力をお願いします。

■場　所　役場、健康管理センター、
小国町社会福祉協議会の
各窓口

■期　間　平成１７年３月２３日�
～５月３１日�　　

■問合先　健康福祉課へ

乳がん・骨密度検診

乳がん・骨密度・子宮がん検診福岡県西方沖地震
に対する募金を行っています
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▼
税
務
出
納
課
収
納
担
当
主
査

（
税
務
課
税
政
担
当
主
査
）
川
俣

幸
雄
▼
税
務
出
納
課
課
税
担
当
主

査
（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
振

興
担
当
主
査
）
伊
藤
要
一
▼
税
務

出
納
課
地
籍
調
査
担
当
主
査
（
税

務
課
地
籍
調
査
主
査
兼
地
籍
調
査

係
長
）
小
池
昭
彦
▼
町
民
課
町
民

生
活
担
当
主
査
兼
国
保
年
金
担
当

主
査
（
町
民
課
町
民
生
活
担
当
主

査
兼
国
保
年
金
担
当
主
査
兼
国
保

年
金
係
長
）
齋
藤
勉
▼
町
民
課
主

町
職
員
の

人
事
異
動

　

平
成
十
七
年
度
よ
り
町
で
は
、

上
水
道
・
簡
易
水
道
の
水
質
検
査

を
ど
の
よ
う
に
実
施
す
る
か
に
つ

い
て
計
画
を
作
成
し
、
そ
の
検
査

結
果
と
と
も
に
次
の
と
お
り
公
表

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

計
画
等
は
ど
な
た
で
も
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
閲
覧
方
法　

地
域
整
備
課
に
用

意
し
て
あ
る
所
定
の
用
紙
に
記

入
し
、
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。

■
閲
覧
場
所　

地
域
整
備
課

■
問

合

先　

地
域
整
備
課
へ

小国を面白くするために集まったグループ『おも白い森』の初イベント

みんなが楽しめる「お花見会場」を提供します。
ご自由にお楽しみください。

日　時　平成１７年４月２３日�  午後４時から午後１０時まで
　　　　小雨決行（雨天中止）
場　所　総合センターグランドわき
内　容　パフォーマンス、夜桜ライトアップ、出店など
問合先　日常茶飯美　新野さん（�６２－３０２０）

～出店者募集～
出 店 費 用　４,０００円
　　　　　　　（ブース代８００円、保健所の申請料３,２００円）
　　　　　　　飲食店以外の出店費用は８００円
申 込 期 限　４月６日�
申込・問合先　日常茶飯美　新野さん（�６２－３０２０）

～出演者募集～
バンド演奏などでステージを盛り上げてくれる方を大募集！！
申 込 期 限　４月１１日�
申込・問合先　民宿越後屋　本間さん（�６４－２４３０）

お花見でお花見で☆おも白い森おも白い森水
質
検
査
計
画
等
を
公
表
し
ま
す
。

ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp
総合センター（教育委員会事務局） �６２－２１４１　  町民体育館 �６２－５４２１　  町立病院 �６１－１１１１　  老人保健施設 �６１－１２００
癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm



お知らせコーナーお知らせコーナー

小国町役場　�０２３８－６２－２１１１　ＦＡＸ０２３８－６２－５４６４
小国町健康管理センター（健康福祉課） �６１－１０００　　子育て支援センター �６２－２３３０

査
兼
国
保
年
金
係
長
（
税
務
課
主

査
）
佐
藤
喜
助

　

▼
地
域
整
備
課
業
務
管
理
担
当

係
長
（
税
務
課
収
納
担
当
係
長
）

木
村
広
英
▼
税
務
出
納
課
収
納
担

当
係
長
（
町
立
病
院
総
務
係
長
）

石
山
久
美
子
▼
税
務
出
納
課
課
税

担
当
係
長
（
税
務
課
課
税
担
当
係

長
）
金
鋼
一
▼
町
立
病
院
総
務
係

長
（
地
域
整
備
課
業
務
管
理
担
当

係
長
）
渡
辺
広
義
▼
町
立
病
院
医

事
係
長
兼
町
立
病
院
療
食
係
長
兼

介
護
老
人
保
健
施
設
栄
養
士
（
町

立
病
院
医
事
係
長
兼
介
護
老
人
保

健
施
設
栄
養
士
）
遠
藤
裕
子
▼
産

業
振
興
課
森
林
振
興
担
当
係
長

（
産
業
振
興
課
総
合
産
業
化
推
進

担
当
係
長
）
二
馬
健
▼
健
康
福
祉

課
健
康
推
進
担
当
係
長
兼
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長
（
健
康
福

祉
課
健
康
増
進
担
当
係
長
）
横
山

順
子

　

▼
税
務
出
納
課
主
任
（
出
納
室

主
任
）
加
藤
智
香
子
▼
お
ぐ
に
保

育
園
主
任
保
育
士
（
あ
さ
ひ
保
育

園
主
任
保
育
士
）
色
摩
恵
美
子
▼

あ
さ
ひ
保
育
園
主
任
保
育
士
（
お

ぐ
に
保
育
園
主
任
保
育
士
）
山
口

映
子
▼
町
立
病
院
主
任
看
護
師

（
介
護
老
人
保
健
施
設
主
任
看
護

師
）
渡
部
玲
子
▼
介
護
老
人
保
健

施
設
主
任
看
護
師
（
町
立
病
院
主

任
看
護
師
）
小
池
浩
子

　

▼
総
務
企
画
課
主
事
（
産
業
振

興
課
主
事
）
舟
山
真
次
▼
税
務
出

納
課
主
事
（
税
務
課
主
事
）
佐
藤

欣
彦
▼
産
業
振
興
課
主
事
（
地
域

整
備
課
主
事
）
蛯
谷
マ
キ
子
▼
町

民
課
主
事
（
健
康
福
祉
課
主
事
）

小
池
み
ど
り
▼
健
康
福
祉
課
主
事

（
町
民
課
主
事
）
小
田
伸
美
▼
税

務
出
納
課
主
事
（
税
務
課
主
事
）

山
口
真
一
▼
産
業
振
興
課
主
事

（
総
務
企
画
課
主
事
）
佐
野
鉄
也

▼
総
務
企
画
課
主
事
（
税
務
課
主

事
）
伊
藤
哲
史
▼
産
業
振
興
課
主

事
（
総
務
企
画
課
主
事
）
片
桐
研

二
▼
同
主
事
（
町
民
課
主
事
）
佐

藤
孝
太
郎
▼
税
務
出
納
課
主
事

（
税
務
課
主
事
）
河
内
亮
▼
総
務

企
画
課
主
事（
健
康
福
祉
課
主
事
）

今
直
樹
▼
町
立
病
院
看
護
師
（
健

康
福
祉
課
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
看
護
師
兼
町
立
病
院
看
護
師
）

今
由
美
▼
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
看
護
師
兼
町
立
病
院
看
護
師

（
町
立
病
院
看
護
師
）
小
田
綾
▼

教
育
委
員
会
事
務
局
主
事
（
産
業

振
興
課
主
事
）
舟
山
直
幸
▼
沖
庭

小
学
校
調
理
師
（
町
立
病
院
調
理

師
）
中
沢
信
子
▼
町
立
病
院
調
理

師
（
沖
庭
小
学
校
調
理
師
）
鈴
木

良
子

ＱＲコードの読み取りに対応した
カメラ付き携帯電話をお持ちの方
は、上のＱＲコードから携帯電話
版ホームページのＵＲＬを読み取
ることができます。
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○３月２４日未明、町原地内で車道端を
歩いていた町内の男性がトラックに
はねられ死亡
○３月２５日朝、綱木箱口地内のトンネ
ル入り口に乗用車が激突し運転して
いた県外の男性が死亡

　この２件の死亡事故発生により、町
が山形県警察本部より「交通死亡事故
抑止緊急対策推進地区」に指定されま
した。

町民の皆さんへ

■飲酒運転は絶対にしないようにしま
しょう
■飲酒し、歩いて帰宅する際も交通事
故に十分注意しましょう
■夜間の外出時は明るい服装で反射材
を身につけましょう
■スピードは控えめに運転しましょう
■家庭で職場で「気をつけて」と一声
かけましょう

皆さんの交通安全意識が 
事故を撲滅します

　・小国町交通安全推進協議会
　・小国警察署

　春の火災予防運動の一環として次のとおりサイレンと

警笛を鳴らします。皆さまの協力をお願いします。

期　間　４月１６日�～２２日�

時　間　午前７時と午後６時

問合先　消防小国分署へ（�６２－２１５４）

ストップ！交通死亡事故
～小国町が交通死亡事故抑止緊急

対策推進地区に指定～

春の火災予防運動の実施

－携帯電話版
ホームページも

開設－○４月１日より町のホームページアドレスを次のとおり変更しました。
http://www.town.oguni.yamagata.jp

　お気に入りやブックマークの変更をお願いします。
○携帯電話版のホームページも開設しました。
http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html

　Ｉ-mode、Vodafone live!、EZweb　いずれもアクセスできます。
■問合先　総務企画課へ
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人
口
の
う
ご
き 

誕生おめでとうございます。 

り ん  

玉 川  佐　藤　　凛 
　敦 
朱　利 （ 

し ゅ う と  

岩 井 沢  佐　野　脩　斗 
　徹 
麻　美 （ 

さ く ら  

舟 渡  　今　　咲　良 
武　志 
洋　子 （ 

ふ う ま  

岩 井 沢  佐　藤　風　馬 
春　介 
沙奈江 （ 

の ぞ み  

小 国 町  石　井　希　美 
庸　央 
広　子 （ 

おくやみ申し上げます。 

人  口　男 … 4,885人（－10） 

女 … 5,129人（－8） 

計…10,014人（－18） 

世帯数 　　3,308世帯（－4） 

平成17年2月28日 

泉 岡  
小国小坂町 
玉 川  
荒 沢  
緑 町  
岩 井 沢  
玉 川  
岩 井 沢  
伊 佐 領  

(67) 
(87) 
(75) 
(95) 
(88) 
(84) 
(95) 
(85) 
(92)

舟　山　俊　次 
櫻　井　ト　シ 
佐　藤　冨士雄 
今　盛　き　く 
朝　妻　繁　彌 
梅　津　時　夫 
三　須　キ　ン 
関　本　まきい 
宮　野　い　ち 

田 沢 頭  
兵 庫 舘  

木　口　清　隆 
富　田　早　織 （ 

米 沢 市  
沼 沢  

鈴　木　和　美 
渡　部　由　香 （ 

飯 豊 町  
今 市  

大　石　一　彦 
永　井　めぐみ （ 

緑 町  
山 形 市  

木　村　雅　宣 
柏　倉　　恵　 （ 

結婚おめでとうございます。 
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広
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私
が
担
当
す
る
こ
の
広

報
お
ぐ
に
も
二
十
四
回
目

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

遅
筆
な
私
に
と
っ
て
、

こ
の
編
集
後
記
は
、
時
間

を
費
や
す
コ
ー
ナ
ー
の
ひ
と
つ
で

す
。
い
つ
も
何
を
書
こ
う
か
、
ど

う
書
こ
う
か
考
え
て
い
る
う
ち
に

締
め
切
り
に
な
り
、
月
末
に
は
慌

て
て
仕
上
げ
る
の
が
常
で
し
た
。

し
か
し
、
書
き
始
め
る
と
原
稿
が

上
が
る
直
前
の
開
放
感
と
充
実
感

で
心
が
軽
く
な
り
ま
す
。

　

今
月
も
無
事
発
行
で
き
ま
し
た
。

取
材
や
編
集
に
協
力
し
て
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
に
感
謝
、
感
謝
で
す
。

（
井
上
）

編編編編編編編編編編編編編編編編集集集集集集集集集集集集集集集集後後後後後後後後後後後後後後後後記記記記記記記記記記記記記記記記編集後記

　

今
月
は
、
介
護
用
品
ア
イ
ン
ク

サ
ー
ビ
ス
お
ぐ
に（
緑
町
）の
舟
山

さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
「
当
店
は
、
小
国
ガ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
㈱
の
新
規
事
業
と
し
て
、
平

成
十
六
年
七
月
か
ら
三
名
の
福
祉

用
具
専
門
相
談
員
の
体
制
で
営
業

を
開
始
し
、
車
い
す
や
ベ
ッ
ド
な

ど
の
福
祉
用
具
の
販
売
及
び
レ
ン

タ
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
お
客

様
に
は
、
定
期
的
に
ス
タ
ッ
フ
が

直
接
ご
自
宅
を
訪
問
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
快

適
な
生
活
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

ベ
ッ
ド
の
レ
ン
タ
ル
を
ご
利
用
い

た
だ
い
た
お
客
様
に
は
、
月
二
回

の
シ
ー
ツ
無
料
交
換
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
お
り
ご
好
評
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

当
店
の
特
徴
と
し
て
、
既
存
の

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
配
送
シ
ス
テ
ム
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
内
一
円
、

小
さ
な
も
の
か
ら
大
き
な
も
の
ま

で
、
迅
速
な
対
応
が
可
能
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
思
い
や
り
の
心

で
清
潔
、
安
全
、
安
心
な
衛
生
管

理
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
よ
り
充
実
し

た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
心
が
け
て

ま
い
り
ま
す
。
従
業
員
一
同
、
皆

さ
ま
の
ご
利
用
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
」。
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アインクサービスおぐにの皆さん


